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新入筆藷竃へ

アノレベイト孝

・一　丁、、、・rご

＼ミ膚宅　萄貴2／′

4回生′　寺岡　栗⊥〈3／

オリエンテーション中ら

こ鱒同で得た帝

圭．七二二了∴

ニューヨ｝クの英中でおにぎり憂食ってみたい

庵的奄

突通七等客観

吐グトを萄

／啓碍■喪曝・紹曝

敵軍一策困ヒ尭聾の行方

野免堅駕内

二二・十・二・1．．・－

凋生　中盤　和也ちィ

之国史　蘭訳　凍癒、6

憫生　釈禿≒　寓B／

▼5回生　金韓　疎孝和～

凋生　宅埠　賂ス‡3

4閂生　硬′　　箪15

内野　喝八時

4転生　凍　　　草け

j摂生　金田　繹ニZq

有本喜代、一㌧25

3i

4t〕

◎　大挙餌五九し簸ずづと孝豪富しておられた

中沢常夫患動こぼ古河泉田もの躇嚢藩了と薫　く

に貴返されることにぼり／ました。乾毎の＼汲、

挙の渡来′次期啓濠豆腐貌工薮野確認の大

倉三郎鮭壁（建象工寒学敵襲）が索汲まれ．

、　　・譲与品目／訊二廃位されます。鱒お櫨矧宣
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新／IJ 人生諸君へ
相／宅 吾省

；隠者紆硬の≒息網ノ／その義寮隼の噂の新しし日額為に何升者げと、と捌′扁周

寮象に車やれて色電庵え／てみたが、準家も璃く、またこれから八重菅／路に盗㌧

ミンい迷ダニてこいる周にヒづ考は教師を啓東予径の匂信も催いまま、鶉各らわ草庵

や学繚む㌢射して∴草攻入して滴観の高等学校八入学した時頼ぼれ頃別封計
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のそ 爽1号「阜馨／縛る≒肇十葡八草＼八云ラ八も魯なリヒ

風雪資し」、尾一云々ぼか＼艶頃クた文筆求鞄出せる。
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月計を繚ク．て行く程に三十年の膚番線蹄の啓出が次々ヒきみが冬〃（て／索た

寮歌に明けストームに藩れ．徹夜して行なら線輪．武儀勉窟考や＼ゝ幼いな／が：

ら璃工称一日三十六線国華きて来た時据永なっかしく飢閥きれ嘉。し

この生議頑．温い華が′蕗れか縛てか、最Ll報いの卒豆のな敬磯ののら／、／自ら

尊んで卑甘学威／あ安野宮森婆＼し、者い人達ヒ生湾を勘こする疎にな云セかも

琴や十五年¢筆削ま過ぎた繚代の哲線の華やは

肛 ノ
＼
／

学園か／らは歌声は魂宜ていた。

、
b

云
㍗

津の々人の中本日 安顔は

二の学輝は礫を隠れたrカナリマ」絵kのなげき老残して学園豪家ふて行

／、やれノた丁亀虫の啓がぼっかしく思い出、きれ者。こうしてその教官思し、出して〉

＼来季算も凍る隼もむなしい登力を重ねてい刹句色町が回の感啓も段々た傾牒仁

り孝生の生葛も華やと番の群鰍二か年々て家産。それだ利こあの待ち重んで

三石／る常春の歌声は孝蘭の中に起らなかった。凋家だろう7，何奴ならぅ？

卒去緒一人の李欝生ノの＼葛衆にがく然とした。これはこめ琴線老奉賛レセ摺牒∵

→爵嬉しLl肇か豆いうと、学棟の人達の＼せ晴上学乳兼帯での諸礎ぷ／リえ欄」

′　くこと牢ヒ、，磯綽化学華甲創立後即ま域くその親祭を世に間引こぼ泉だ焦礎

である羊￥1まその患観も売方知？で早る蜜で應あ考革・学蛮灰び御節の心の

は、′我が大学が二親訝そ診るという労客格か牽くしみっをよどんで心葛

瑠掻い牢、ろラ木や右レそ与で準るなら、その劣考賂ヒいろもめ絃琶こ孝

1魔王思車も撃旦・凍して学風、打商法サ草食’、漉判、／覇者ヒかに華中甲で二〉ジ

二／牢ケて諒のヰし笹の半刃ノラ率や∴早生に葛乾して亭／らざらと同庫に軒先セサ常′／＼

≒Jン　∴嬢なく∴個々剰ま車間　離別とよるもて㌢¢鱒ヒりラ夢色竜宮そ琴　牒痺セ／車で了
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「
セ く′て／ほならな．いと養えた。／＼

／÷／ダ尽せ画では寮耳の手草野より勢いぐ〉二や藩痕は射土台ちな町町ヒ／満車∴

れ孝窮轟二木やその／乾草・厳粛生徒は丁度容のある畢土蔵節筆あ十」ヒ養薮くく

、～率くく工啄ヒヒ≒む、金木で行ったセ覇く？）そして我が繊線化婆の孝常盤も濁甲臥ミ：

牲た磯節革新の嵐の乎患家象の帯電老撃みて敬っていろの毎夕薯／くねセ豪ラボ♪

∵努徳庵こそ竃考卑つて〝刊鱒レヒ。

∴三十年蔚養濠が．鱒家や栗東受動二重　ガ射二歌っゼ乗お♪その或声はむ琴／＼

いものそ劾うたにせギ．射ことつては顔も棄rLかつ美音啓の－／コマでわ示訂

∴タや魔窟は壁野の八達夢虫頑宜塚裾こする凍鱒孝新卵色し日宇乞い亘考沌終了

メちその喝から鼠が剰二つい浸歌声が商ら射こ起る肇老繚琶して広まなし＼′〃

十乗せいう東字に華葡↓た承一1他の質学監膚ノき凍えて囁いても庵帝隠。了」

ノ

ア′レベイト秀

四回生青　野守仁一
■

麿人生観葛の中二鱒音声で匡アノレ／ヾ／‖＼色や〃ていた人もあろうレし　㌣L

ノくれから八やララと多毛て／いるんもある密ろラ／¢私もこの室宴阿摩々確争琴グルメ

バイイト史ヤ々て泉た。ア吋バイ／卜色す♪る牙－の理蘭は、経済由確潜でめるが、∫

ダウ

もラーク大きなニヒは．社会砲撃であり、大南観察／やあをク

で脅乾てみると、岬旦大学色草葉して就寧してしまちと、乗程の二′豆が琴Llジ

1頓才途軒瞥琴で萄窄宰いう二ヒ・に避渡す香こ半は謡い卜者盈なら膚属溝で頂上／∴

心奮戦で同じようなイ土尊をして、人生打水学監過すニヒに塔等ン。疫って他の’

褒烙掛顔写￥か、そこで佑く人々／の解の蒋先方、′苑努なぜは、人ふてに固く∵、㍉

車／周掛往ゼ史盈し声しか亀孝二　は鳩車ない。ある衝鱒にj㍉レベ右ト＼ヒ＼－し

て研く優を＼、免と私東商は短ヾても、そこで得られる軍機セいちものは二滴∴さ

わ／ただし早壬海亀学や、人から廠Llて得られるものとは比べもの半年♪らず＞、ご

レかも廿や鱒孝箪琴殖級の人々ヒ変ることにより∴竿の、合歓の廣面で、・骨格

㌧華麻之阜おくつて早争穿暦象上土環七工萄▲畢赦免ヒ・鱒肉偲、∵＝針㌢軒野卑ピン

∴砂糖摩、考射撃色々∴のことィ盈怒るこノ乾郁恕凍るチ

寮工乞い乳ば、∴素顔では永葦いざ率潔芭禽泣／であるか立番牽卒メ
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安代刺の長時間勤務七参るとしトラ二足㌧〈二の哀直せば腐壕の人々は複鶉が′ノ

艶聞安代の壷Xは夜勤や橘見時伺描いている）タまた土れボ巳、れ浮き年／LL1

′∵許好漁で珍をかせいう二七は∴賢帝再おuて孝之初めて分葛のデで葬る去

きた藤の働簡そはかなソ葡看て庵日本鎖線工崇は資本金′よ像円で／あ〉尋から‥

亘∵留雀凛の上磯七あるヒ革乾為が、㌧その節乾を（凍垂をヒいう首が当って畑る～＼

∵朴も知れなし巨が）いかに禽帝なお㍉のであるか、まや骨手工負の給料がLlかに

∵賓いもので診る卒㌧などヒ心ラニヒは身色／Jもくつて柊でる準ができた¢

これらあァノレバ、“卓鱒／＼け汚：厚や～あったダ・大抵は岬洩商事ら脇目錐で＼

日老け豆いう甲もいく予かあ‘各∴ぎっと計革してみると・家産巌帰の杜亨

∵官僚し＼ても、ノ竿で的√ヨケ持東リ併し1ていをこと宣なる．星もそ射手守んピ、

／劇机家中である∴華の経験訊ら云えぼ、これくらLH針学生・アルリヾ4予、として

こ／の畷褒め／よ封二忍われろ∴±れ以上ノァノレベ冊に教官入れると、威線にもさ　へ

しつかえるし、クラブ葡萄の方も酎するニ′とになり、また夜渡に謹啓を射す、（／
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。ることにも寧ろ。

‘ア′レノ上目、きゃ繁閑は社食見学だけではなく、もう一つ毎分ヒいるも′飢二畠、

／儀がもて季ようにな為ニヒである。峯の場合ビ、んな分野剣士車でも余雀の廃

線襟漉撃な島本官僚し1才は‘、肉体約労相、璃碑的労燭にかかわらず＼少くヒ

，烏人並みの仕膏は姐東名ヒいラ由鰭がっい免∴二法は大きぼ牒樺であづ、た。

牒／ぅに、ア′レ／ヾ1トは学生¢樽や牽叔¢〟つであって、白骨あ藩ケままヒ

仕脅七草乾高二ヒが麹奉・くまた色や在社豪に生きる人々ヒ安んづそ、そのかく㌢

れた囁老知ることが＼出来る 部L
O

し私達が大学老出て髄革してしま菟底この
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ような機会は二夜ヒ来任心のである。そらいうた薄味でぜみア′レノヾイトはヤ／

つておくべきだセ牒らし

プアんバ1卜を守るこ守により、壌費ぐせずっし＼たり、つま、ら払い蓼谷、史覚

えたりするという弾幕は診る。】カ＼（しこ抑ま本人¢冤椅¢椅ちよきで浸、うで㌧

もなると法である∴ただ撃欝がおろ考わになるヒ高桑は巧してもまぬ軒ごこ

れ陽Llようで怒る。経って温習な在寮のア′レノぐイト檻ら太い、におすすめレたィ

い∴ァノレベ木下か謡綻ば帝都古腋竃万亀甲学生相襲野㌢料鱒す乱文よい∴乱

♪尭β堕鱒¢鳩に虻、凍賂ピしてアノレノ㌣日ソ㍑増な時に野禽しているという

嗜琴に関ってい各十。醇もあLつたも争u単位は／一両そろ考て争背党込み単相

1なったがキ葡史学が甘利こ当って今革での／～不懲嶺老礪藤もてい葛次女吏参考¢

タ東上患嚢の一人セし（ゝて・機密の嶺委‖何　かの参勤ご怒れば皇軍づて・私

ノミのアルル木トに頗する秀を牙葱庭べ牢改革や、〉又渡アた考究牙が争絢で廟か
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化学入F
．　．■「■．．．．　■■．．．　二　‾‾　■■■　■∴‾－■．：∴‾‾－　‾

十転生中道和也／

∴

㌢

う

；

豪・華．文学部とい、つた／㌧津野る文灯酎二進学才るノ親藩毛一頭な牟った云

．さいとて物穫ヤ∴γさんすう」七、－生顔色食う考頭′もさえてこいなく 、
ィ

、
ウ

FJ
タ

ンヤ天皇魔下とLlつたブルショアのやる針物色等円にするには余りに′♪車力に／ぎ

写しかゞた。tこれパニ鱒べで、あの簡撃な地雨の軍法色夜えばほ等項懐けた∴く

儀繚㊥丁にロケ掌」経、漁獲に頭の澄軌こもなり閂熱熱こ興味を招かせてく町／、一

㌧Y尋も＼の県まあなかったク女工で行き鬼は凍ったpその森は仏学ヒ呼ば丸セし－

た。■中に牒ビさんなおそろしLl化け均がい、る訳どんな濱硬革必尊私法、ん音盤が≒

夏、れ窄らくられてし湧かは牒硬の東色の義絶の教轟番に見参養育にも載って〝く

いなし上ので知ら射1けれ寧、、うゥそうヒ繁った木々∴の何ぞタには、／昏窄まだナイく

雫ガ≠〈の寮布や、未知の白い恥や泰櫓も，召巨吉繊潤㌢むしを′つる琴も膚疲章毎ジ

／＼刃そうに番うじ寛厳にも威ってし胱ように憩う。照合の逢・は廃そうやチビ、礫

悟はしていない。定蕗みを終えて、これから出発しようか乙し辛し滝潔鰻で＼

ま好い平気は為してLtなし川＼ら、本別こよかったど零うワニの箆を歩み配そl

如月ノて．∴∃境の観衆老番い出してみた中主私め胸を一層与えぬ方句≒↑ヒ準≒＼

‥めてくごれ号のぼまだレも、竃分厚ゐ顔耽緑風菅野凰生乳する須磨に立った入

／の肉声でマイクの膏。藩学た黎つては矢響した～。ノ幼確固へ逢っているネ傑瓜

ノンするのと焚くゎリボない。これらがノくノそ、ママ∴あれザパ‘こ了、葡んでく訳して、、一

「よ一次ノぎC～7′番」。中学∴轟攻ヒ象って本に出ていなし1事をしゃべっ七。く
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／／鱒象そあろラビ丘，文化衆に進んだ夜凌はさそ燦′酪してt上る佐ろうな。鼻白が

た、哀しいウて9′もセゾの艶に磨ろう。二1線忽衝番はす、：掛らゆる金属を車に

／変えようとし、密着は膚んとか不泉不私の沙寮を作ろう～としたが、そ／ん在席

縛は搾れ庭い車水密函きれたにもかかわらデ、腫朝が訳旭作れぺ栄寮す名
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／痕乾考がせきにもなら菜卜十ヒあ琶らめきづオいるのかJ。これ鱒一体何敵組¢∴

；守準ろさかて∴潜幸豆本澤オ産土めに∴懲属して展し減綾を哀れ針まあ少ヤ∴

十や不潔水車七もご／頑覆し＼たり、／す巻／∫ご鱒のない季冬乾季乾囁色感称で心才も主
え 亀宥め藩 よぐ藤岡≒の轟谷半掌れば、「雰数千円かや七万円滞窄め舶玉串㌢ン

ーヽ

ー6－　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノき

㌦

ヽ

…′うこ、≒ン三gもご

㍉′



＼

氏、

電牽

けヰ
とし

孝
、
初

が
　
費

．てい

㌢Lを．

r：）

きせジ／／

参／竜
一t巴身上

せろ’

聾キ／

き∴

或・

すべ∵
／

夏

〆

蔓

、

う

で

る

↓
／
軍
　
■
だ
＋
よ
㍉
す

洩
∵
笹
の
ノ
　
ケ

こ
㌦
∴
ク
　
小
み
ノ
　
い

れ♪／

ボもらえ、置けめにつ乙吟て套紅いれば虜に′なるニヒ寸啓く、それどころか

㍉㍉二二∴‾－∴二∴‾∴ニ
ッヽ／

乳

護

逐

嘗

㌢

ぎ

‰

㌢

㌢

Y

く

か

宴

を

惹

送

か

若

者

薯

車

い

て

言

を

号

を

簑

裏

芸

右

冬

黍

を

嘗

．

′

r

　

　

　

．

　

■

■

　

．

　

　

ヽ

　

．

1

∵

、

．

．

　

．

／ペ冬である　常々¢いかなや末輩毎符節廃土　姐が故老が入りニケで、挙りこ

すべての嘩感本荘駕を液かこして考考ることはできなし－のであ／ろ〃うそと華′

ちなちこ顔索の留学のど、＼ん等確、夏草竿巳でもれ津ら痺見てみそがよ恒鱒ノ

ダ閻潟がそこにからみ一客ウてし湧ニ￥に屈す掛れる半番う．程からいくら虜　～

潜に薗杷老持1守も額づすぎるニヒ近東してない9勿葡・何をす孝にあざ証し二

㌧つても如はあ・く／各で学生で参り、啓隻以上のものでかにと正その鱒私ヒ／／

レて－おくべきである。＼セいっても戴マ片柳こもさせてぐれないん亘かノら碗線＼

♪もめゥたもんで膵ない・早宮ぎ・rr閂　でで　磯魔　人向Jヒ・Ll卓二ヒ！ニ？し、て塵、／

（えて革ニ／ラ∴、二や一事周小生雅人から腐尊¶孝際に毎分で卑・癖さけ　の／ニ／

∴琶瀧をす′る七本学に掛摘′∵r閂覇で車鞄隼人拘」とはr茅卑まじめ木おヒ

なレ号、卿虞で・・へ礫挟東山あり、乳棒縛には¢ァちかと考考ば竃よリィの

に／づいては、きわらね碑にたたりな／し私こ存じ嘗せん．、知り音せんとLl

を
王

、

　

ウ

よ／ラ腰あたりさ東リや射1摩尾監華べ孝ような八珂宮さすように思不穏ア牒

す′「書七、ので、おとなしい⊥せいをニ羊には琴希は耳いが、へ・「従噂」といき

レのむ本学に翠Llでは・転生の云グ漁りにセよゝ書教場患させるような千ヒJ

は親しで往し上　r僚Jirも訝中家学こ宜ができ香し、それがむいては穴豪産へ1

∴／′の就繁ありせんのよりどころとなり、野末も綺兼吉やズいろ諷うなも¢華セ

奮われるもんぜ・こすい；は零し減マ宰ヒつては傍晃老ふれずに思われ挙動仁

にするや本尊に於しぎ1て笹丁牧場Jヒしうう′ニヒ鱒こんなニヒで怒号。T希薄約㌧

七は産についでは存じ卓也ん、怒り’ません」です暮せるぞあ
／

7

▼

か与ろ 車由／＼

誉賽好漁場に立っ大佐より一層マルクス／／レーニン．7′レシテ笥フ＼、考究衆

の ヒ凍えろ奥在宅衆ギ社会老衆にっひて呼符し、局方の偉才考車粛軍衆が簡

本で／Ll昂ヒLlか、レゥかリ＼心た傍各色椅てべきであるJ。それに廃す考本でもノ

萄めばマ′レブス東レ∵ヰシャフノレケデ諾う、亀試乗の潔雇窒素が壊れそい、ろく（、

箪怒号牒リ日田れ瑠Ll∴毛しそ′ラヒでもな和ぎ威勘こも響茎人から毛布志度も

与与れて静冬にもヰろしく勘一腰轡が甥謬からと帝ふてし鳩学者ら贋に濱啓′1●

がで畑局√もしも短牙がよろしく復し－＼ヒ思ってLtろ焚夜烏義の擾乾を肝要巨、

ラ孝毒守りアヤ、リヒした鳩悠奴外¢馴こもクでもない才一／多分商銀のよぅ摩

或孝経略やい華ざ／・今まで戦争琴竜で珍ア～た人が華蜃王家に馨り〉∴帝

’いィ穏よ孝に由質の鱒リ料布く凍？耳く孝￥オやをヰ療変えジ／／
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老するで牢′重き・）小生も色々牢を葡むけ絶や＼て衛や／に短軸室褒め身が柴草首

義よリノも優ってdる1机－タ喝忽官署ゆつつある。もづとこく了の信奉惣疎める年

軌二釆塵主家や社食空熟．こつ／Llセ芭ヤ七二ヒ史細りたいと痘予てし鳩。牽礫

に懲針±緻やけてLlる人も毎分が社会の一項で参考二と告白覚レ社新郎仁

義ビ鰍草色椅ち、学生尊敏や登別二夢やヒなっている人も今一凄畠＼分水学生

であ考ヒいうニヒ史愚し－憩い▼帝都土豪鱗感大学も新しい時代ヒ孝々た，る衆

寒ヒ濠赦し＼ラろ大学に牽き上げ石堂鋸二、学生ヒ敬啓覇が∵尭ヒなつで努力／／

したし1もクです。その♪ためにも鬼婆方の儀容な静夜夏切に響みます。，写れだ

けでなく喝在の日本を、世帯立／より疫料よい、ゝそして／軍産に、登るまでの葡訝＼二

登れてきた八項の渡産史子々寒々七まで権をるた鋸こぼせ準の平や受確保す

名士／定率爆撃で、あります∴室のため我々はプレシテヨフヒデ不ギイ課頼り上

げたこ、汗し老お・ろし、押藻　橡後手させる葦　＝二微力ながら冬ガせねばならな

いの（異体的ヒビラす虻烏悠し1かば各人の判断にまか吐声）。

乳引針軌ニ「かた＼わな入園Jヒならないように遠落しなければならない～。′

′戎タは学生であり社会人であるイ申　しか／し学生以上のも′鋸二は或してなり左往

し＼√

ざ＝遵週間－ぞ子等た車

一回生赦充∴準

凍る確の感靴朝得色もサて、実、人生の奄∴革質招致しき紅顔恵沢づ之

痛感しながら／入学し転成マ七ヒ？て家野工賃繊綬大学、し亘大学ヒい予もの

がこん七ものである漱セいう二ヒ息この凍ダヵ＼2通商ほどでもしみじきみと略し、

たのぞあーるク＼笑い感にもあるが㌦へノぁる商人が家老芋で在でながら了家と亘大で

茎な在のよノラな、主のゼ」といつやヒか∴革にこの寒↓電通刃磯々回生堺二

のわずか之適覇で経資した車∴さらに私の竜にあてはまるも／のなら或ヤ正史

ウてこれほど奮こぼ頼背揮机几・／声寝もしいとも革守る死場甘一∵十

、もら－ヒ楽しし工でも定と軍馬葦、もゥヒ密申なんの管髪華脅し；そう牒目上む

いた衷々こ　づて東沖悪事健一観と＼ィ専管カ＼れ礫守空車ヒボ生麺の空電を寛仁

酎て心る大学叫うえ射二直囁す亮緒、ケ竜カ＼らず舞嘗愛し、天川二衆傾／

‘史感じ牒ので怒る、。社会毎夜レし、勃さのやから学歯ヒ一歩足を鞄み′入れ筆と～

二う庵じ乾のである∴r〉ああなん、豆静かな平／和江軒なノ¢だろう。まきに本学♪

′の承蘭気ヒ＼はこうで射すれば懲らなし言奉伺をするの匡二丈ノかすば、らむし目許－
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。欝後／≒意∴凄威す巌めにかようなム項’解す露作ら＼れてあっ宣鮮魚が互いた≒のせ

象や阪与を／香る∴れが不孝の感蒙頼った4
ある奄賓がこんなニヒ老Llウてい考。守寮生めく射二廠率牢なんて生薦乳

二一㌦－　＿．∵‾∵‾∴こ∴二二二＿∴∴∵∴■二二∵‾ニー：

二∴　‾l∴‥＿‾二■－∴∴∴∴∵●∵・‾‡二二二二∵∴∴二

喜菱蔓′／♪√姜嚢享董蔓草蔓≡蔓喜蔓麦藁叢妻妻妾葦妻妾蔓芸

、亡＿．三二

‾　‾　∴‥∵∴∴∴二∴∴∵㍉∴∴言∵∴二
で寄る。怒／きたくな各象観である∴これ不車の二番目上

、象悉科学が礪薯鹿野磯は唇歯簡異句∵専攻として、さらとあ資希まわ日高－〉

賦奪碑付諷聾孝凍原の転生旦して、今日では碑占定業の一即ち小人儀の一利

覇を庭むた抄に朝岡されている萄寒色懇親するに習ってはし　我々直埼白蝶浮

遷、／琴の一分野に藍色っゥこきん吃している奄はただ毎分の専杓分野勧すすその

羞／熟考みがし豆いる畑ナで薔任せ零したとい先考だろうかて周軌二魯ヒ嬉ず、希。

／蔓、　ヒころ耳、大学ヒおいてはそんなことほど，うでもLlいらしいのである。凍

摘蔓妄重要事藁葺妻妾葦妻妾夏宣誓藁葺
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／の毛の－、／我や宜建聾に～追いやるもYのが多すぎ為と藤じ乾。・嵐則などという常

々の観ら芳し1らちから絶好鱒に連年凄和ぎなちなLlもの〈ボ孝ンヒすわっそしト

るし、庵虜健の名のもとに着帯及呑、額食の自助さえも大学のどこかで支廃さ

ごれてお虹、学射まその平です登鶴に／ラ／ろちらしているだけきある皆ヒ毒ねぎ、

：甘ん疫もJの／か47く
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セ常々が画料に七らて奉当日こ塵かな∴笑わの診る療養商港もノの乞象り出す料

草庵乞／～しみし、み感じたミのぞあやた。

華‘月寒誓姦境金針政準／
∴帝嵐が索浄よくぼ心て家だボ‘〉富‘れませも何か執聴在留老で袴∴っていた。響

＼きとし＼おうか替り隼／つた方暦いいのかもし♪れない〇線は東狛こ飯粒て甘く≒

古い汝鰍の関金の二ヒ監落し裏／減のだった∴しかレ戒はそれはそれでけ？

してを笹藍等里二重し氷った／リ▲したあではぴぃ。そ抑ままるでスリ1トラス年月計

の中二レきり土まれてし盗ったようそこ責をこすゥて硬骨もうけて淀牒日日㌢

いとはづきり鱒学ことばで卦飢圧、■れて轡をのきたがでなし／＼甥は勿務の

ニヒセある．覆り／波の家郷鱒もう蒐上の異体セしては存在してい祝い別事Ll

／し‖」して′も、礫申身ノアあ葛藤でも紫せら／れて穴孝の選考やにセリ落された㌧

ような気が／し七本ヤ魔が輿痛めで●海る二転努でははつき　と究優しそし＼暑，／

／とう憶じ込んそいため轄永二今急に廊登別ま’んでリレてしまったようた・〉づ～た。

♪線がよくぞ‘摘～牽逸った産は務め家からは歩いて甘倉もせ地熱二虜、ァた。

ある夕方本書な囁がも京鴎や、葛ぺ乙3、るえながら賦定番きる／ように牽宅山に

流／んでレまうとすでに薫は喪少賢と群の琴拝のよきに感ヤいていた。努麿そ′

∴′の喪に塵くわしてしまったの＼で少な‾竜＼らず磨いた4＝ん御二近くに一そi叫

こん狛こ寮宇目ニ′乗しく∴療切直に近し）l馴ニチエージリップがニ／列並んでし日生。
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／し何色に喋くかはすでと娼ら廿で彩った。凍、阜費カ†学資に逢し）もの／まで、

入り乱れセし）た。磯はダ狛こも逸ったし、朝早く盈ウたこヒもある。朝方に／
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∵こ　ぼは簸ドレないことでわ？おろラ。礫は／七の∴刺さ土の汝はピ懲い程から二

／♪そしセ教が憂てそろてセいるの妾〝電／絶て窟足して摩っていった∴

をだ＝よいい天魔だ∴あの濁い疫痢可ノヒLlラ脅与奪∴開／8・も時好な∴何ヒす

ばらしいダ痩けなんだろうゥ

そラセラする内にやがくてア享⊥リッチも刀なく撒布のよ予に間掌鰻抄た∴

戚ばもラ当分この箆には乗るニヒもなし1撃ちラヒ琴ウた。
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r書だ雨が帝っているだろうか」そういいながらミスタサ・ノ＼不凍丁プは

∴外に出た。ミスター■ホワリトのガがビ◆うだ豆尋ねたが、少／し浄ってい名よ

うだが希腐尭㍉・もう遅い部ら周るヒLlってそのまま歩き射した¢

薇ジの薇逸りはもケ入野も，憎ヒぺピ、なかった。凍はくぐリ戸更紗聴孝夕方二

人ウた。啓開の中骨は喬だたみがオパー′レか如く轡を′・東銀礎の柘／啄ばめ雪

弓リ／人形のよラに揺れた。刀戸・カチヒ灰Li軟膏老響かせながら喜子ダ∴

八　木｝プはいろんなこ七が磯に浮び上〃麦きた〃

r硬鉱は常等¢家紋、あよ／与に葛われ、tそれずヌ密かだセキ務薇座を属すも

ので参ると希をたが尋か㌦／それば客席とはいわなし湖茨ってしいを定格ケな」

／rそれでは我々が不満宮路じ、たリヌ夜乾したりす≡る士官はし1／けない払いう

のか」

r丹γなしは豆いちてい．机上むレそそラし－ら？が青年で′ある′とも愚定√ろ

だ1時々にLで夜碇むし1ラも卯ま客感官賭し、者二法によっで現すものにもイィ

何ら薇橡薦な同春色与えない二との□寒ヒす為場をぶ争し1のぞはないかな、、

華やや常は膏春草は河瀬か吏褒めで蓉憾する虜塵甘ヒ長身レ隼Llな／何瀬切＼

宜しララ飢ま／好感‘牒〝た、ヒ毎乾ていたの掟が∴控から督労がそれ老づかんF

kいう碑が青春の終りでもあるのだ」

rrっ蒙り、r′孝厨の輝き、花？東光宋なわれようヒも嘆く勿刺∴その下七
庵ず穏針を晃出せ′′，というわけ放任」

r観準ヒして．はもつと生年に対す穏薇本給螢寮について訝るべきたk驚き

∴な／そそ　はは目す留れるこ／ヒ＼で砂リ、またそうで瑠く羊はなら証しの樗言そん

てこ毎や色更け容れる二㌢＝壷・■鱒観紆人渾桝の凛も準寮酪行鞄音のた、

∵ヒ腐言豆この二幸はパーノレー／ヾウフ甘栗もイ云つでい考ことなの宮水、そ隼で三

上この掛二は僻耳滑らの擾・が∴〝寝ケ斬聴尊卑甲だ、／何ヒ奮う射関々かどらば1ら

い、・三7ここ’・宮　√．ゝ・∵・・巨彗
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ミスター■／ハイホープはな等層ヒ感′ヮた。世辞観法事、鱒家∴尊号せいラノ

皐ラ昔も．¢日射昂人々守のヰので貌っ亘、他人にそれ老お巨利づ㍉肇賓できぬ

＼＼巧易しかこ賭入牢ものセ（底心拍ヒ）そのきま白身のものとして硬本姓る二七

」笹出費任し叱いうよラな争老せこかそよん俊二ヒがあるようリ二潜った′ふ診る／

月暫象のかけ橋ガ。

Y、′　rた、からその年あには－擾懸命努かしな、け抑ばならなし＝乙領罫う」

r礫は′て牽ノノ′はもちと勃然なり、VLlら艶がするの控が、魚鰭ヒいつそし

まヮて正教く表わせなし1かも知れないが、何かも＼クと欝かな洛虹鱒するノ夢だ二

熱施登‖ことか●あくせくと～いやた庭尊の格じられ草し1ものという¢ねが・軍

萄静カ＼といって璃奄綺ヒいろことではない克ちう。聾は鼻、萎、笑ヒいちも

／の受電んだものだヒ洛ラ」

‘／「鼻、巷、黄色をつたが、そ．ん在も飢ま本獣こある宰懸参か・礫は′本当＝こ

あヤふや珠も遍で信じら～姉別lのだが」それまで購っていた、ミ。スター・

ブレントが静か射覆い声老敬った。

r例えば裏にしたって、職人によっても繋れば浄村によ〃ても安孝樗ろう、

考れに入商に立って法案であっても学宙を体から免れば考ラいったことほ乳

裔嫁程ヒ噂ちな」

γ勿薗僚だって鹿好餌草ものがあ各ヒば終っては飢lが、それに近いもの

はある箸だ∴少，くども鱒はそう虚し鶴いな、客観給な尾鰭からすれば奮く愚♪

凱檻溺かも腐れない・∴そラそあっても軌こ夏、ラいちこヒば覆し㍉：それにもか

かわらず人伺は／或曙詔を堰いて包分の轟とか判断のし各ベヒしてい等よ引こ

∽∴′1各われ計の程けれど」
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／「勿務し1挟ない車ヒ凍っているだろう　生奉奉　卑るるた　り二度帝を脅Ll合う
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／丁それから老堰よく′′庖い葵了のことをよく芸かすれど、、鹿をヒは′柊ゼ∵

らいろニヒ庵のだろう。額しいものに事象出すとLlラニ半ばいけれ～1のだろ

うか＼勃物のように」

ジ～T為は，八倒の庫蘭の本能老富ラけど二、ビラかな、簡物の穆食はまた剤鱒渾～♪

樗けど磯はビラLlパフていuかわ射ち往くなゥてしまう寧」
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曙ザ

警学黒豆㌣豆ママで雪でM′ノW琴；ヌ重
′／♪‘

＼

丁綾萄＼境が冬てとし工ラわけだな了‘液は暦象十海人／威し＝ま家寮とさえ＼ィ

∴い即＼ら打虚けたニ／とは甘いよう、た臆すた′8／容儀喝に薗冬められるでよ封二昔れ

ぼなる啓、菩為で無邪気さ守鉦ラか寮寮朴き　しし－ラく／♪よグ里′の華衰甘辛れて行く

くくようそ∴そういき場倉田ま草々何ヒなく窄礫さが伴うているようであゝつ考。イ

考えてみればこの方が′′餐4一に率いのだろ予か‥∴…

／そのような執軌ま碑にはみじわなもので功射＼もしれ写し－。心ガ、硬は1人

の曙辞ヒか再嗜吐かか人ら明海されるの之倦みぼしないと怒らた。、夢魔郡に綾

許身ヒしては同債されるのボ嘩なわけ・はないのだが、相手の江場草考えてみ

て／も／白骨までが象面しそ、うだった。他人が寓栄泰ヒ吐く〃て契れてオ／ぐ隠れ竃

なら諺だLもよかつた。そ丼が本当の嚢中かけ帝によアて軌ざ、れろぼら喜う／／

動まなLlが∴呼医学磯庭萄樽でお互いに気寺すくなるきちな／ニヒにでもジ符牲

ぼ螢個だ宰乳づた。磯は安倍にづいても衆僑ヒ何棟過信するにはあ草Dに執

車で孝ウキ了牽”白倉は魔が足りなLlの覆ろう卦ヒ寒アた二

テスタ∴ノ＼摘〟プは伊餌＼鉦か％セっ＼岬きな竺ら帰るヒ∴六√翠な
あくくび夏〆づして曜つでしまった。

二二一ヨーク湾貫やて甘こぎi膏食ってみたい
－弛む宮崎磯）冬′、

人嘲卯虞便座敢もも大切ものの考考えて、／／9針生きてきて鋳た鋳打／／多か

牒老葡んでみたい。多く－の心々打者ウてみ‘たい。多くのノせ健も鱒県鳥工′邑

卑／ゐ図像習慣にも礫してみたい。′確りない・基い蓼乙あら伊巻万場へ¢脅各の

虜率い腎▼　もつと囁寒露幕命嘗撞・賛階の可醜鰭之髄のて、どこまでで　甲がr＼

／／了／行く　環のイ計性は・毎己の内軌二あるニ′タような多橡橡が・∵勘徹されれニ

／／姦オ貰名二法だ。これは邁鰭径行ヒ伸ば、れろが、もラ少∪㌧笥紹な春暁で身に

／準しそいるすべて監／剰又≒した早》いき、慈しi欲求奔根本にめると賂ラ¢

い‘r二五ふヨノークの寒中で菜‖ニぎUを食ってみたLl」、この裏寮で、竃方の

ジ肇まぐれ冤l巴乞嵐わ／もてみた。河疫ニユ十ヨ一㌢にレたク藩㌢。ソ＼塵てい中風

ミでも£享プトで、も夕子ヒ鼻で、rも扱い横松、ガ、常は檻痩せいち砺賓文明釘一輝

／ィ∴恵澄む人々あ㌦針こ瑚わろ♪ろ、として、この大学へゝアセきたJそこで、この釘

∴鞄＼の寮感峰で遜る／アモズリガ、その瑠そもその中舟の♪エメェーヶ要一アに力たク尭1
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毒夷教か、節免、鱒得ず短くりか∴矢藩か海か灯ろう∴た尭・竜骨の訳を被うゼや、
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属様な気密セ功名。宅乗車隆くは温七年しほぐの職人の辛へ、筍牙を／ほう、リ

∵込んで革してあたLlのね。ノトレムに入って．痙しがなスープヒ翠ペンや堂

ノ／登るクも、し＝」だ重き＼。香い級の食草の骨のチビ宿せするのもし＼＼い程ろケ。ニ

ーんな濁嫁でふと外回顧静や革に・啓／び壷んでしまクたあだク

ある率朝、ニュー才一クに考いたクをして、トレノヾン乞、青いシャツV、す

れ　　∴リ入、つた牽勃ぐ毒せ・、顔れ琴でて準に幸水、る〃／ぽんや／リ挑めるゼルの上に／竪

氷河破け在■っ馴＼噂の夜に＼、下老にらんでい各々・鳥であぜ七かすむ摩草礎；

＼～の／東端は．入園頑丈賓東関の癒海を象毅するかめようにそや、充ているのだわ＼

た㌧席に下げて′いkd、ろり睾肇軒戊かろげ、て立、＝中の石、礫に寒色下す二、二キ

ユ竃－ク富でこんなもの老夜亘でく考，ニヒが出来るわけはないが、摩¢中世㌧
f h　　■l

か、ら許し七もら写車。観照払拭考慮し滝にぎリ層蕩気色た♪＼てていだ〇、・それ匡

凍れ汀リ軒か計り宣■Ll亘。牛乳都連が漁って行く．サノ写犬釘（ニューヨークだ

っセ／ノラ犬くらLlYL1嘉一だもち）しっば受頼って啓うてくる。′おにぎサ¢平か／

ら未し1藤子が些てきたJああ、俺は日本人だ。こんな感慨が覇に上帯てくる

Y、毎分元号、た由一八移ろ書手に生きて、二の幼質草明朝ナポヒひ、軌ナて／メ／

準塵した’壁掛二準Ll千、目的も往く立／？ているのに気がっし1てを吟垣をもらィ♪

＼す。毎方が感動てし‖ゞニューj一ミクは、まね、その学大在軌等草弼感、LrL－なき
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ヒ∴犬も一しよにづLiで凍、なし。夢色謀から香え　′／

な 葛は豆tちゥぽけな督本から出て賽た礫には．

本ヒ刺の▲堅気老感じ、て・U．る。考の日本のパチンコ慶の㌧みみっちい食亀管も

〉庵ければ、、＼何の洛鱒／も華鞍等いや鎗草野な新鹿もない・一役、だ膨大な・二か文明

出鼻／、本当／¢文侶水なし沌かわ＼もしれない。／菅平ためのをし声音のか言狛恒㍉

／章、士／の俺の褐まみれの、哲舞いの膏啓のためなのかい

化学に勢宮捧げよ≒亘心ラ俺が■ここんな空海鼠すヶるのは、何のた助か。そ／

一九鱒、繁簡自庶務新二守ウて求められるものポ⊥一掛ニI、つてやはり物療廉ノ∴

Jだ乞啓ケからだ′∴白骨∴心で大樹の＼内容の半分反上いや本学虻、・心のヤきてあご

～ろ硬に庵ち。蜃庶科学の魂鋸こ嶺わ射1からといアて、風では尊い∠畜産で

～をるはずかないといちとヒねぎ。噂学の常襲監／してい首木酢ことづて∴牢γ等女

∵、ノ／イブ兎ヒよって得られる総軍は∴簡短／句倦怠が争い程ろう．又その魔常・色感嬉し

で雫寮忠行を古紙。／ジ∵　∵
≒凍官給任物の覆乾す史魯乱す孝のでは琴い鱒、鱒や不全～哩の夷ヒ／しうち膚叡

′、色魔≒めた〉くなでる乾膚。二木翻乳の女導入／入？て淋卑ノのサウノの廃同軍吟濁、∴
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絶家の華中ら芋ぺ畑ナの適老行く．

礪聞落敬虔ふける木琴しのやにJeまで滴らせる冷気／に覆り／′ながら

醇の無音に脅か生れ′て　　つまプ葛磯ぐ人も

二滴顔中に予毒の．水晶宮求めて　　軍曹に柁雲合し、ながら

－互いや′　に寅賀茂かちたた、

憂夜の灯下に斉見切った各の草色重ねて

蘇って凍、めて十尊家豆くぐったP

r′得られたのか〃√∴♪－′何ヒ頂く〝

上る太嘩二映えて　　各々　い緋色′の尋の水系が

ニげっLlた砂の上で恕かなか㌧づた；

“ゼ’さしたJJ．り何せ損壊療もち告亨たいの－；

ク逸考寸署撃老爾んで

琴は私の間から何革までも乾けて行く。．

′雄一し－∴豆、二軍や行と木酢，・孝く蓼牙＼も駆けて＼ク二人が革めた

盈なんですもの〟

ご◆東尾亀が背丈考稼こて　そこから境の者が鹿夢虫すヒ

ィ牒半月か，ら感傷．の漆補充水準レで覚も水生より亮を牽き考琴
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滅い1、のか′′了生き．られるかしら色毎女が～人だと認妄せい鱒∵

草、、群

教本一．／垂が芋ジ｛老一等旛酎こした．

檻各豆契り、怒しみが鞄に鰭ぼれる

庵紆老年ヂソナー草木染ゆか等宰亀に

でく／と了触らす、∴尊卑心丁目薩静を漫野心て心た∴ィ
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内野規人

∵町は釘に安寧地獄㌦牒セしても礫なもの、そある。鮮レ私には芭ぞピ女らな

い二ヒがめるので、寵に衡存料の車儀があ′絢よ、解敬承、老乞う。

主　賓搾重複都窪庵ゐ飾りカーテ㌢9何のためにづけれ絹の水食紆分ら

なし。ああ和江で琴がデラックスに祈ったら鱒構なもので珍鳥。J木イわ準魔、

ず、
b

たし イド主ラrF骨によか漫好レは密帝に愚塀で診るム詔本人は不自薦

ジ　しなも1ヒ云ラかもしれない鱒、～あるのと狂いのとでは、ない方が見参、いのは

鱒か。日像は哉膚するんですな，メー〉ヵこか憾めから付けていろ肇が卦寺に

雀アて軋倉く牽くや

／∴　帝の巧の多イト。喝啓や寒い帝の凱日の出、日頭埠など、にパーキン

グライ／卜をっけセいる車水彩ん浸、見られない。／スピート、が出れば由る葛藤灯

ぼ竜贋である。毎分の存在七稲亨に知らせるこ半は・自分の定常を防ぎ、こと

である∴短針の帝よりもバッテリーが遜るのが杷乾な／んでしょうが㌧

／∴車線跨ぎ．　小さな嫁のくせに、ニ牽礫に帝って蟹やヒ（？）走ってい

ざ率。諌濠の実像老廃。にした串本八の叱両度酌よがれそ、利己宣教牟むき…

㌧湖山こなった所為か〃そ〉和こしても観衆の醇に億や七車線を鯵し増産ってい

ノく♪たら－ペんに藩ちた葛ですボね．

／，大壷撃の凝集。犬、そも鹿茸（ア）の寂し濠はおウィヒィリヒ濁えて頼もし

ものですがね。チンピ芋ででくぎの空域蘇り位にしか宛え豊せん。ヒ

し

か′
し

＼肇いのは身つているんですから、バスでトラックはもう少しおどなレくレそ

／／もらえませんか。

／．廃車や∫壷隠密し。本人は奇が思しくないんで′し上古か毎。濁費や乳

㌧㍉帝の積梁も園牽け浸∴宋っ芋机＼らって、そう磯発つちヤいけませんね。

ゝ～、　　ノ、魯ハント、、山の噂奮溶け心ギリギリになるまでプレ」やた足が班やちな

／～

ゝ′一㌔

い∴女人はう産い－ヒ帝かもしれ凱lが∴車の淫蜜は草色上菅に勢かす二羊、隼

げでは任し1ヒ落ちんですがd　　　　　　　　　　　　　　　′

7、ホーンで信号が賛づそうノジマし以下教砂も′出足挙遅れもヒすかさすブナ

丁。そんん射こ笹畢　いいん　LL　ケケか。側路から／メイン早ま＼署腐／も砲郵～準′イ

んまリ急がすゼま七→く畝がいて夜ウて獲れヤノしませんかもくそれと宜学僕／み

丁肘
／　ゞ
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由二本Tン芭鳴らすのが礪負いん香しよさ力主

葛巻出すと七万では最上宣叛穫すすノか、ゝそ和二㌦ても＼もちダし気密を鹿の／＼

／哲にならないものでしょうカ㍉

官夕卜壬嵐
四回生原　　　卑

工′リ｝卜藤城ヒは本額を薯にするヤクト書家が寮外・、詳勘ビ嗜き〇億がつい

ていて簡召＼される頚が珍去。それは寮鋼の平の何人が伯々にそれ置場畢する

もあでなく、三々五年に集まってくるとその人河の斎城下にそれが寄塵だる

㍉乞いつたガが屈い8そレてそれが樽緊更萄ヒ樫磯な覆る音義の申酢　参って

象緒に両者の健棒乞療ね換えてい呑．≒しか／Lが人一人がこの芸者夏締ってめ

そる柳生地、ある輝はこれとその鰭夜色夜頃させながら・盤や底何々宅家竜だ

／／／琴ヒ割り切る名目註少なも／のでめる。

／例覚」で寓々の卑近な倒音摩ると、三唱生、四㌢弼生の宋蟹の鍍　ヌクラブ等

感リセある。同じ‘′学生〝受滴綺す1る縁家乞いラも′のはなしl葛だ煎ら、そ

了感ヤクトを萄椚可塑からわし1て寮香かセしけ乞、くその寒が単純竿酵寮杷礎ヒ

∴庵せられた無客車なべ蘭でめる場合が多い。く／セク辛苦義の痩勘二つLlで晦等
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率／葡萄′なものの′ァそ診るゥヌ二つ甘いなの／も考量♂覇者机1ラ昭申ま襲っン

東学との，頑健の斬二親壷にも惚まれていてるァニ甲曙毎分の曙に立カてLl，る入

室療魔のや正教乾で考えると人甘烏有宮廃る以外に磯囁憂萄る′本能薦な香煙ジ

みたい尭もの色韓〃て′い名．倒れで包有の感が少々いかれていでも∴′亮葬で‥

教脾や凛八、親戚から常ては喝郷人・同属人或し凋．八種が同じで考る

あら／虹，お／よ、そ恕伝った＝ともない八両老務し‖＝潜って∴っし憫骨の漫らな

率窒鱒に置嘗薄れて奉こぶ、人がい肴∴この鷹のものは愚も廟～リ葬も功リ‥、

穣療磯た泉、るヒ こつけし‖こ過ぎない。
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／ふ凝二七七亀有がセ¢卜若衆等宮ピリあげ海気に啓やた卯ま′gポリマーケ　　　‥／ぺ～

努¢豪華の食欲緒の痩掛りに恕呑舟も報れない‥媒老研魔レ射ナれば、ジ

Ll顧削こな克てからである∴鱒骨は今牢リ土ステ／レ親衛′′デ、トロンへ，ク入

畷餐尊者に享尋常輿宰いう房牙●でも歯日刊ら射1肇を予断ナよ今としてり孝ら／

漆滋で身ふくもくこめエステ′レ樹醸群セクト王家なるもiの更藷条目こ、緯争レてちl

薄幸お顔潔デの牽急患属して／ぐたれなし汀の、だから∴∴ゼころどすの郎凍老グきみ∵′∴
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上げて虜愚老づ早々生協の食管に滞り　求める二ヒになる」■それ軍から毎分

の噂窒膚する手前、どうレでも此色憩えざる軍縛／／鋸腰であ孝。／、

甘木蒔｝冥襟帯葬杓って贋造よく腐けておられる粧そうヒば知。云ウ薮

もそあ餌食ヒなって－のイレオdジー入関」（井本立聖者）老境ん亘みた

所が∴　ポリマーの特質のげっ′′三次安静集り、⊥これは高分子の試寮ヒ恕き

れて労監愕しめなかった双だがく－牒寒はポリマ／－のレオロジー給櫨頃ノぐ魂

勧学鴎）ヒ琴赦して鶉開レてある車に′′セタメン；卜〃という葛乗ボあ／号。牒は

此奴が包有の壌寒からしめ季奴である。

㈲煮細の如くポリエチレンテレブタレ㌻卜慮・／エチレンダライコ「〆レセ∵ジ

メヲ㍉レテレフタレート　老簡合させて得られるも／中程’耕地が準の幼く二段に思

甲奴⊂〉cJ鵬十ヤ針C嘩弼「ボ机廟隼即COc鴎C2施糾∴

テレファール針路レ　エチレン効コ→パ／酌‡グライコ空ステノレ

碑石減の壱000もC諭州十〟0伍椀∂祀OcookCヱ仙禦
憤囁告プライコーノレエステ′レ

→　舶毎軌00C⊂〉cooLナ甲で招㈹〃十月∂C乙軌拍
（霊霊蒜‡軌テレンチレフタレート

∴とにかく乾草でこれ受手掛けれ藻人はなかったもの机＼ら、ノ暗闇に手さ
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イる絶句の葵靡色してLl葛がご庇が壁画で創価学会に入つ た

1・・：、＼－－

葵人みたいなもの

で教烈なセクト宝凛引責単車で魚ても壊し月も一向頓竜勘川＼ら確が立？．㌣

地か／樹褐ヒごしてその昔／尊イ安岡されたり、壕専割にでも礫うならまをそ隼でも

環境できる水さて酎こするとなると竿ろばいかなしいとにかく分子撃ク釦餌

以上はなし、ヒ書ず大隠酎ま嘗め埜LL∴仕方がないから碍敬礼まそして待っセ

見たが－星ニrのノ亀に人で壱ヒ姥の／栄誘いま一切お長野リ＼としけ何やら敏彦たいとせ

いぜい三蟄榛か喝優体豆、重力。萄七煮やして菟薄霧に出たのが萄威圧ヒいち

亨で濁る。Vはし1乳科学技術板轡等ヒの菊田きんや登楼のあお′リ菅優々て璃

濁な高空我雷も容易に苧七へ幸恵町から‾・サブシヨンそというのだか輿十望

＼主か亨ぬるい家産l。そ二匹でも水嚢丹¢C温く亨は蕉気圧計箪／から閏読物鵜橡

琴夜拝す鶴狂者だ。即ち弓亘車台ブラメイコで′レエスラノレポ出来てそろそラ草ア

レン／グライユー′レ杜を葛篭主局着ずし1なくな〆るヒ威圧妾強めて儲グライ．うー

－（18T

＼デふく～く
／／｝でく　　　　　　　　　　　　　＼ばノバ＼デモ

でノ　～

一二　一一一

鮎′登ア
く

ノ撃蜜簿／三

野盛雄＼空

／磁篭♪蔓鮎で

ジ／イ態僚ダ／三

三‾、．■　二

／／恩♪肇叉′藍うき′／澄肇

呑三　二

ここ∫ニ

審
　
議
～
　
㌦
　
た

・

・

・

　

　

●

　

　

　

J

猥
／
㍉
轡
／
篭
豪

∴：萄／／克孝

一・∴・、

●ヾ　主、

：、J、ミミ・

／戊　苺の

二．・一二■㌧‾

．、・：‾

廃線／苺

ハ

・

　

二

・

・

賓
靂
∵
濠



苓㌍彗睾漂隼睾
、′1～＼ぎ

ウ＼ら短か

リ？ウ私′／

んでみた

亘：●一　七　二二

生喝で（菰／

二二、一℃　こ

一ノレ′∴ジ

二段岸玩

如桝

狛こ多き

痘喪左上

‥こ＼・い・

うなもの

ト・・■　・

・アβββ／

待って

いに庭

ヒいノラ

〃、て碑

／ら／いさ

？・‥トバ、与

ろ享∴　メブ

イjT

＼　八，〉

主

由♪茂ぬ甘行なチd地史短気に燭めからあ　た夜烏－ジて掬壷㌧要義毒の萄電食草や、

ポリエステル官得轟とする／ヒモモノ／マ二の工ヂヤくングチイコ岬〉ノ擁瑠虻石打

／しまゥで亮も芋もなくなるけそれ／で義援ブナレて∵セアト主乳毒の生きれ鱒葛や老／

ので勒ろ∴丁最知昭彦忠敬六七狂寮勢のle螢その豪華である。少しでも

争〈範まうでから切り塗む訳だ。椅っ専∫線画，燭は慈しと咤て威圧篠崎マ、

了　計⑬ほころた㌦　セプトを義奄達の平針ら二や竜泉に疑岡を傾く逢中宮罵喜ば

／華て地色ポリエチレンブライコールヒいう形で列牽姐き老やる。・そしてこれ

写サアシヨシで衝きながら碑餐主義廃＼の争かちんこと史棒ち望んだ。ヌせ′紆

ン　河しびれを切らして鳴くと賓常な夜が封来てuる。比老丞冷す各ヒ幾分短く

了なって彊Hh憂慮めたも～夜明けセ御許萄ヒなった鱒邑裳釧司そラ琴軌覇でみ

考∴こういち質橡に徹って気立ては敬いものである♂　そう誓んで敵兵を測る

ヒぶ∂Oc鑑く準つ、たれますきず’かなりの嘗合喪の幼ヒ見てよいゥ乳鉢で顧い

‡′／てもを蓼に教鶉にならなし上　どうやら包有の計画は親切であゥたらい19ナ

初夢裔威なセクト富家轟は博愛窒素為の積寒Lに奮ってポリ、マーせいろ大儀

団の一象になってしまった。帝がこの亀の震いのは衛聾のクエ　に礫化されノて

いるためといラク、何時の世にキ宅勘二近づ、くと漉すそれ菅備む郡魔者が大石。

ィ牽くヤクトを数名の静カが喫→て酌マ一球分野する野で香った。字れは考

えてみ和ぎ礎か1二そうでめるふ　色玖頚麗しものより色蔦で気立て鱒諾い人の方

が敬し‖二乗ウているや「こういうポリマーに廻り食う事の軍からん智をr日干

兼の／思し、そ稲ぼ転ねこ締っのも観がない。勘二労受臆しますあれこれやウセ

いるのであ草々警のもう一つの訳は出家た出家仁と奮こん打ポリ′マ一恵容易

ヒ翻すしないから、文部牒に気兼松しながら寄希の中二繁れて頂く軍に琴く眉タ

／何　事なら舞粥の人の為に像考はた　牙がいくら象粋な御後入にも魯二木で

傾け／ろ法認うわ＼らで′あるク　乗に埼最の1線の轟にニケの合評確が生馨になって

パレカ†し一方ではこのセクト主家が南方等化学の分野に放し1て薦壕な場合／皐

夢Ll訳だ。米ソ永互いに共産主家、竣本宅儀に茂田レ践がらも科学の笠庭や

風速に促　七いる額は閣均の風　である。鴫塵が戦争の育成に海亀っされる蕗

政界の葡鱒奄達は貰い僚きんに層入られた再生針C壕に怒号やヒ檻密されろ。

威々もこの小さな大学にめってさらに小集団に有れながらもセ7ト主萄毒の

ごィ存在の患家も認め同時にそ仰凍馴こ鰍ざれないよ車、俸喪主鞄者でも年け

れぼならないという訳でめる
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）思●票賢、頂堅蕎賢、去つ賓買

≡画境　金田　洋＼ニ

せ軌二は何々の額或ヒ／着られる人が少なくなし上菅こして華厳のし仁ろこヒノよ

／♪磯ヒな湘ざ’硬・つてし洩．ヒ季えられ孝の書カ∴その登時は・正に絶好蘭なカ意も

／ゥてぢ牛、その鞄に掌商の恕亀が逸れたこセtも‾脅かやたのである。離引ま、、

渇に喝するニュートンや粗等堵監永イヘンスゝの娘動議虹鱒符思した狩、七ユ

ートシ申轟戒はホイ／六ン女憂蔽し寓も＼文∴ガントールの堵草は、戒の家蔵

さ♪〆　ジン′∴ゎな色町こ認め．られなかったし、紗ンガレの夜鞠にノよって溶剤毎な寮後監

ヒげた。老らに潟用将士の平岡等蘭も、同じ等ヒドイツのスチュツア／レベ′レ

守ヒいち八が春先たのせ準ウたが、その博のパウリによらて竃定き匹たし、

）登時のボーアなども葛淫醇であったク　当時のヨ／一口ツパでは、碍子模型の膏

／賓ヒいう考乾を窒備きなかったのである∴即ちこのよラな鹿を、パウリで求、

レアの浄写商家療lこよる凝威そのもの琳∴押え一てわざわ／いしたと云々て云

いノだろう。これらのごとは何も科学の世帯ヒ薇ったことではなく

ある、二ヒなのである

日常よく

戯れf∴藩閏窒鞄てい予宰考葛割料の額艶の畢衡ニ∴政義琴線家持豆か、ノ

大骨教授の諸事のやせいるが、それ史観んで気付く二∴ヒ＿は、摺んとまあ魯た

り齢のこと立毒ラ入た、ちらというこkである。はばかり在村ら∴嘆巧守うな

∴登で与え養えそ／うなことで怒る9Vころれ位牌ではその教覇の塀或封書じ：

／牒労の客観で診ろよちな萄軌二義もLl／章二Yが啓外に争Lh評稀蒙れ持て

丸∴黎逢せ同じ程度ゐこ宰しか等件だづいては呵沌虻Llのでか工費匹でJ奉

偶を速夫孝の誓、朴扇路由七常親衛な亀辞し部東泉射、‾好等やる十セス斗亨

の統＼む飾った卯は∴綬らの無気で抜なくて属‘書きであり＼、登れにより子汝滴

は∴不猟鶉なくら由と登竜きれる∴妄め；塗はこ懲孝軋鱒牽繚斗翠の時に÷こ

くで華験して萄重み射卸革埠のニ／ヒヒ懲ら一±ん炉二で宅考えるヒニ∴芋チ二ズ奉で

ゝ乾など’も非帯に亀険なもの之なる。テレビではキチンヒした親猿の八五、や

わら淋し日嗣了で恵乳史述べを七一大砲はその劉半′の鼻確立斬ったような親王

徒名．レかし、他の免方も∫′多く照っているのである々くそれはただ－宣ケ‖恕亀



きこむよ

：ガ宜も

ゴ考ば＼

三、二　■∴

己の叔磯

二寮後監

‾ノレぺ／レ

したし、

乏型の喪／

日．－＼・ボ

痩よく

ヒか、、／

ああた

よう任

せ信じ／／

いって

÷‘して、てこ

ス・、コミ

て世濱

時に・

‾ろ鱒

が、ヤ

な牽ピーン＼

の恕穐∴

ヽL

やめ為ヒい孝にくす室、、庭い∴±こせ云うのは額磯水恕い／ヒ宥ケことで定年く、㌧

それ惣受け亮日射の画題で葡ろ。、畝威ヒ藤めたの濾受かピ＼ジ多海であり、それに　㍉

せまき粒竜三iのも資はヒ創動で凝るァ私達／は領分の作らセ落し射手ばま孝幸ラブ′／～

ミニを云－ド主は十分産者すべきだと報う．もつジ絹努の簿草オなりに毎侍史、も∴

予てもLluんじヤないか七番ラーのである㌢♂

∴韓等膏針二つLHU尋ラこヒ

晋の留学義が乗務，葡弾ヒもに、聴解突風ヒいった超然囁牽史学層の要義∴

／／／せ虜えでいセ圭この滋樅ヒLLやては少しお伸ししいが、五蜜の穆lま姐審大嵐督

モノ′受表わしてり争ヒもまわ隼ているdこのように元素たっいて巧くわい1知識∵／メ

耳、メンずレ二フに勢、るき／ぞ・得ら▼終なかつたのだが、／ヂ毛プリわ、スらば毒巨

∵㌢州ろものを考究竜三ヒは揖承短ごそして声βせち紀の物軍学は二年官寿鑑へ

巨子ド舟静してしきったク　の寮粧写経・その本質的萄性￥して不礎乾性立か

礪濁度ヒいつ隼もの老狩っているが・礪電極絹ヒか連動は教学縛に菰野され

／ケる心この事う甘状態ではヂモク甘えトスらがこ裸芋ヒは由かとりケ二等／老

：怒ウ奄かっ尭けれども原子の線色を㌣移し痺たとしけこヒヒ・穫頂の蚤こそ

／ィジあ新し・牒賓釦こ酎司む▲こ乞である。このように／白線崩学は本欝鮨在も甲から

／よ／容儀鱒なも鋸こ運んで行くのである。この考え乞毒し渡／吟でいくと／・寿／

■捻子の本窄／とい妄何層が浮び上ってぐる．郵ち素粒子◆も又、冤塵の村費／では
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そばないかもしれない永、観測与件等領域だけが学宙でみいことはアイ＼ンう／、

竿ダ／イン再／づて証明された．そ亡で厄滑車と掘琴碍な教学寓げしか夜、覚をノ∴ノ

潔症だろらっ　しかし、督登時に宜レいてヒは軒も礎歯の1巨んししこ鞍′官尊廃すイ小′

～メイるものではない一㌢そのことは・／ローレンツの恢鰭碩定が正しい嘩常時於から∴

かれたものではなかつたが、棒線稲呼野から喝じ武が導かれたこ監からも

∴紳ろ¢牒朴らせ細二抽象鶉やあ約七、も　それによ〃て索髄等棚萄水域十、
廃で声るもので射すれば七ら／ない．＼軒やて尊号錦の初期のもや、浮∴それによ‥一

∴坤で滋華考学力ご乾物き・れ定ない一法いさ教卑縛を異相、妾もウていでた、〃　隼にかく、㌢

蓼魔等の横逢琶知る勧ニlま素沈子、禽′身を怒りつ∴くす＝招璃離噂鄭摘≠二

番釦功琶し亘ようと訝しし‖卜占／て¢蜜等力学のよ妄な瑠璃杯衝が射て衆笹∴≒

殊巫ぜ廃車掌よ手で毎号。しかしここせきちに準んで一体このよlちと次号／二ヒメ
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ー　ので㌔あ考¢又た半も強みアくし得た法名私署東隆になって′も、、そ隼らの隼準

き、／ノダ宇野に七だ∵一づであざ芦ヒ各私ら′れんるだろうか∴このこ孝うな／手、とれら」葉は

㍉勘凱こ針まして人噂の鱒私患おう私萄対は琴いと塙にてい孝工だ≠ら均牒摩

領は試射二朱筆、する二ヒはないをうう。
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2　番学にっいて

く窃写宰いえばヂ刀ンシヨの硬で代表されるように疑辞で萄乳く耳いもの￥

教え与れてサろ華、鱒、チッセ′レポ鑑でてLlさ等ようヒ二番登がせ閏や帯域やき

華欄ず観て磯疎で鱒呑¢‖ま観客なごことである〉ク　モの磯節な攻に香草に鱒す学∴一三

濁域が′不質して＼し1考のは－ノつの溺寮で考る。‘しかし密単が朝何に官軍の卑華＼

周・学に牒与しこて八八るノンか．老各菟ればそれが魂レて縛象綿在席轟蛍厳でなしドニヒ

ボわかるだろう。鱒む緑木の索範子蘭が世帯摂日渡んでいろ二ノ隻は磯七草

でも由ってい肴∴そこや碑閏を轟孝でみると遷大穂の八は亘の萎希略奪椿鱒富

野宰範牽畑げで宣ししこ／ピンに萄召して磯を毎ちなし－。各えた云て肇季人が翠が

一　　　・：　∴　　・－：・・　．：・ト・・　・　　　－　∴　－ご　　　　・　∴　■・二・二

める上で巧客琴屈耳纂亀が軌彗たるもィ＼のでノあゥたことが場ぼられるので、＼あるニ

潮学理衛が酎可寧ろガ向こ盗んで行くべき朴その方魂は正〉Lで＼つ仁か任せ宰二

二いきニ甘酢酎二寿、之／られ泳帝さ、れてしいたのであノる。虜から個にも軍べたよ毒

にきヨ一旦ツノ七の壱不動こ鮭葛を拘れ二剰旬手車が生み甘きれたのであも。そ二

の兵、／＼ボウアヤバク里二は丁埠極や参る乱撃照準かつたのではないかと港わ

瀬為と。β一軍壕、の密度老親略す窃蘭にポ」ァは「七泰′レぎー不滅の遺則」の

瑚釘ニよろう誓一モカ㍉バク＼リはや塵教子の導入血＼妄頑型安登に去って

適関心隼〃プアのペウルが平岡′子孫卵車申ま模塵安東七亘、＼ラ凝柊老肇擾した、の

で、〉あるけ言のよらに留学が自然科学に於し、／て南畝な常常ヒ澱リラ‘るもの昔の

である。二の）二五はオパーワシのノr皇孝の恕額」が唯衡葡歯立場で者かれて

亮十二や啓乾が今田華心いもや／ヒ考究くられていくる周東に’よ－、アマも腐らか環七

王であるクも′ァヒ孝、く凍えるなら、合唱藩学由皆寮なレ七は学問は恕オら」れ

ないあでは呪いか、即ち、麗賽の′阜う七、色々な糞贋の怨零からの麹壕から融ナ

∵町か終学が叔卑し乳なくりの、ではな巧＼ヒ乞え瀞わ堆予ク軍学によって現勢の

、野毛の草履女帝鞋レ　さらに野乗の牙何せ髭暑さ／らにをのす穫日　渡／む♪首席義

∵㌢いノウたこピ布目政牽なのくで三は甥日程ララかふ　もやろん、研拓あって㊥留学で

）率亘で・帝乾もレ鱒しトのに番号も＼くそ▼も孝いdJLか力抒刺す／ら中の形で浄写≒
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顔潅孝之するでオろラような人定ピアでナ義孝若て姦引悪賢の率を二才で尽

くをしけ㌻ろう璃＼8　　　　　　　　　　　　　　　　蔓

三宅

二物兵．虜1番三層萄丁麿敦革の儀均寒J r線弁軍務’¢肇勒象山が沈毅紆

平野で萄亀山■ヒ琴います。

輩情をこういて

ま

誌橋ヒいうヒち研しな帝毅牒牒牒ルてくるのボ乳でめ名か、♪子んな関学か

削引二つ′し1ゼ合さ（ら姐ヾろこと＝むな11。それ阜牛も争く、の入水鼻喪で牒る

／磯、めようと塙じ＼それが一顧紆連帯のよきになってLl尋、ことが野合孝い∴誇

軍治であることを自称する人克って、日雇にもなく言の迭塙や信各であ、肴壕

客ボケ昔くないシのぞ、ある。／これ牢＼そ、の適切な例であをヒは、聴ら鱒煩けれど≒も

今はで鱒に五姐の銘刀よ男性にく〈らへ†て低．いと多く勿八は考案こてし1号がもち　く

呑む廿の帝ではそんなこと甘表わないけれど、曹逢せ性＼の債筒終審肴が感熱

薫れ妄こせばあてて＼も、確敬承の才能は濁音に努等箪考見られてい、る′／。これ

庭車なる好摩塵のなゴリであゥ子も稲庭はなし1¢であるの儀は轟かのよう宰

チエミニ＝ストであ眉巧い打啓われ．ない）が．せ煙の才能の利得はもつと春先られ

穏べきで診ろラ宜乳う。ソ尊では寄算理工科零の大学生〉砂場　朴キ塵である

寧葛や亦㍉この東署本宅轟摂日生もフヒ偲層っです子鹿締亀の凄艶たカを入牢

でもよ廿だろラとクざらと者から鑑イ毒のウ茎も¢ヒ≒して天才酢なべ周の＝宰

潜るク　天才ヒ気違いは甑一層ヒいわれ早熟渇は終車大館レない藩、ラ軋ニ＿宰

嘗われるこ守∵だ1ド、これは重なる劣等等　又はは　塵塵僚なぜの夜物で、あう

東栄して葵雫で、甘いように寒う，少数の倒記膚葡レて野禽■ヒ含確をすリサ考

二フ れたことボケ／！ヨ感熱のようになってい尋。雫熟児ヒしては竜泉¢青嵐象や

夢窪で耳丼ウィナ丁の例鳥濁るし、－ノア′トンシユダイ才の譲吉な天才の側もジあ♪∴ニ／′＼

番きろに、多　の琴桑燭は荘殊ヒその範か二煎じて大成レたし、天才も八滴　■

象こ立派な入水多掛った。華やヒ刺をあげ絢で篭りが尊いよう青が、鑑信ピ‥　　　≧

く幸／季ものは入園のちょっとした肇多目こつけこむものであ等Q八両郵その窮み

庭艶村外なし用尊は一層窄凰たる固定概容となすセしきうも鱒のようで、ある。

覇の帯域ヒいわれるもののやじへも如何にそんな二法が争しtか。或やは帯に

怒斉なニ髪について串毒し、栄ウ守ニドグマは過敏し勘ナ和ぎならなし＼ヒ惑う。

空ふ鍔＼†、、工バン攣のけンセンス摘鱒竿J才子／こ？よいラ轡信を）館等／ここ寒　なな　孝子で啓いてい暮す。
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∴前掛釘本戦描写にある4回箆から』て礪庖ヰ菜）e〉称呼秤乾撃qの車だ

＼／照の宜徒の来り利鞘し雇いものが訝り、その存在価線色ノ線ラ定年寒晩翠

～′㌧′∵←／∵ごヽ

ノ∴れた髄∴写れにグなからず嶺確l窒感じたのそその二㌢二つ←、て少し毎孔孝

／ころ官尊きたい．

∴∴普ず㌦二の審亀が華際に単勝字幕もやで塔柱ん「牙の口で染野野望歩乞

えな畢ざら、、一方では～それ吐張続なこヒセ述べられセいるように港有れる。

ち．仁科の学生が刊魔しないこ・ヒヤ、′機の研究肇が獲りなし1ことは∴例の密

／老優の隼夜価値虜を室の学麿の蘭埠幸は何の岡庭も尊いことで砂等いLや／も

C科の鱒電撃は∴C解や写生だけが利相すべきものとは、どこに－も承〉づ いて
／

ない。ニあよさ孝二￥とも、小さ殖産ク彰一ゝ毒すリズよが感じ、られる料は∴登

鮮相好終幕≒ものであ′ゥて・礪年の蜃栄ヒの廃礫ヒかだかこよケて凍尊号も♪撃／～‡

ではない＼こ。もち一ろんく、、牢内が′′瞥歩クヒいきこと定礎Ut番いこす等以上、セ∵

抑＝老骨やラも鋸よそ卯酎直は聾れ巷が、程からとし再て礪在の絆態やらか

み‥、〉めをLlは毎分¢やりているこせからのみ佗の〝饗歩ク‘夏疑うヒな予と太／／

そう／な画壇である。しかも、ユク世紀後半の詞・孝はます～ます家書葛牒げ川机上

牒掛二・・よソ質しいせが撃ポされるだララ0三¢よきに考私た場合、繊鰭軋単三

：というものも、＼舞断と慈し瀾野かふながあもく庭草がある‘よラに落ちのぞあ孝五三

七琴線、理学鱒ノ垣学ぬなもの、ヰ和こきの鷹野領域七祝融心くらでも宏が／‥

る二ヒは型軋る。吋も繊雁化学一拍らことに士だ亘らなく・ともよし沌牒ケ∴

考から革の人が璃乳するふ到二、十っ七野党蟄一群あっ いよもて ぜイタグ恕／
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にかくあの恕亀は全体ヒレて価値のとらえ者が寒いっめたよ手、な絶好塵があ二

各よきであるが、もフヒ鶴首帝に物の価値を尊兄魯庭草がありはしなLlかヒ♪＼
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二先拳の行方
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私は、蔵詔i－オン前にか孝と学生萄忍から「ビ⑬曾牡へ凝滞ル戸高志ろ

しいでしまう」とれ　丁といゴ掛浄寒極の詔孝女牽でしょをJ法か云う，たよカ
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なニヒむよく尋ねられる。もっとやな二法で、線審や等髄やペンフ′レツ／ト笹

／守で洛千の風域患得た位でそう簡撃1二親められるものではなしlL、ノ　また凌で

き■宣ち簡削ご準やられるものでもな七。磯的蜜といちたも砂かないのだから、

…～ビラレアも何かの葛語等豆七濁る速射こなろ・ところ‾富観聡寮内各色未払よ

＼んで色々ノk硬訝するのも／〝速狂が、それ以上ヒ奇習会社の生のニユ∵ス老よ

甘定礎七雫くキャッチする牙密林あ尋。そ¢岬づは親類で友八に希営倉託に

凍砂て早ろ八謡あればそれら／の人々窒利用す巻のであ壷。しかし・魂も礫も

がそのよきな八七埠つ七鱒憬Vらないし、争一くの人はそのよちなコ不老帝たな

しけちだ。でほど、ラす和ぎ’よいのかとを萎ヒ、そ抑ま舞茸七利巧するので砂

乾挙ヒいうのは卑敬いもので、♪大穂の壕合に後輩も大事にしてくれ予も＼

ク誉める。そ＼れ祝∴同郷出身の毛筆豆か、同じグラブだった尭聾ヒ玖る／とよ

り一層都告がよし信二裾まと敵う希嘗卑泰が詔隼が・そこに勧めてし！孝乳渾

庵亘ゼ、し髪、し辛艶色膚レそ宮社の色々なニュース老キャッチん、イその帝啓の

蒐璧めをすれば’よいだろうす

ヒころで、覇懲寮内嘗ヒして割合／れ1本啓牢ろ鱒で一寸昭骨しそお／ニラク

吏和衷昨敢出版されたr日本の社会上といちベストセラJで漫非一塊の廟直

あ姦ものた、ヒ賂う。～弼2クク円で尊い．二の射ま日本リサーチ。センタ⊥研

琴部そ、魯観疇にかつ終学的に賓終電堰壊し、分析された桁乗せ諒ヒめ年も

≒（あで、あるから梱イき伺してもよ（い吟ではなかろラか・モな内容は／・牙〝旬日こノ

はr社会老亀等牒」ヒ壷して、J人間帝尊困一産婆奄ヒ線観、訝教給雫感て

バランスシートィ、穫紫薦雫田一市境と毛法域臥ヒいう五引写分けて突刺
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きて、商を束廟に密すと、老いイ繊偉化学覇ですら託に終わ♂八、からめ好き

′毛蟹があるのだからこ　綬ら老太いメに利鞘すべをでめる。了く魂aゎL」が繊線化
パ

学科の鱒の速水リ宮も夫らす蕗に計るの在京官、締免要員緒葛は卓絶の鱒史∴

二億の廃カによゥて塞賓の鱒方を帝を↓てしかるべきオはなカ＼ろラ机一席、♪

賃芋に士のニヒ老害したところ、竿魔女一宮の翳を生してぽんいとの礫頼む

受け、何だかヤブヘビ長音っ／てしまった、が、－取引き撃目す下のよう音義戊ら∵

くった〉〃＼以前にも〝寸した萄壷をしたこヒが、ぁ芦／が、ケ即摘．筆の寧鷲宮

＼／（獄尊塔それ）・立／名前　倉社社‖こまと、めた∴こ和こよって療て射こ耳一心を

、逸った鬼優や′ヾ山へ行づ莞恕聾らの孝を懲い出しtて、琴速コ孝一をっげ、ノ巴や♪

なこ巨スス牽引引き出すニヒに威切すれば∴何かと慄利かと渾う。成下／のす二二

ダば繊陛化孝斜の拷容食r繊化合」か秦野の烏鷺より贋めた、もので、正金常二

（奉草生）の射二項巧守十二と∵一部会社や禽獣南東、車掌孝之嶺勝んた。∴

番手の喪軌、不略など〉のめ／章二ヒも革璃至れ克しう。イ黎番線）
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く

　

小

豆

㍉

禽敏鱒（筒井⑲∴前田⑳一環㊥、絵本＠・春野◎ブ

了象轡鰐川蘇㊦字訳㊤′古壷㊥・野嘩㊨守叶＠・電撃軌錮⑳
藩士恕／腰木＠）　太東鰐（山周㊨）　項摘（佐／山＠）、
人嘉紡（胃姦④　　舞茸毛衆好く褒崩　近江　糸　高橋⑳帝展軌

藩学いうン（田叫⑲ノ辻⑯．氏田㊥1山間＠沈準＠・磯毎毎、準、準鱒二
喝㊤．賓田㊥′衆愚㊨．韓を＠．究向申．町田＠い考亀㊧′

、牽本㊤．象埼秒や打線轟か＠，確坪㊥∴岡硲㊨・脅本草鱒

【山頒⑭∴範等㊥＼帝鱒，㊨・喝敵軍⑳）

帝臥綺（下名㊨∴森孝㊥／奉養亀′極材㊥．掴逸歯∴再拝㊤　声帝由∴

牒化成（栗木㊥′　暦甲⑳∴勝山㊥．ノ伊寮㊥，ィ樺山⑳〕

食教レイ∵ヨン（樋田㊥′

三尊レイヨン（木符毎

日をレイヨン（土壌＠

賭場㊤ノ錬（象

市原㊤）

衆覇レーヨン＼（田平㊥

琴亀㊤′膏鱒㊨′帯乾砂山、原㊥ノ／三宅㊨）了
拝呵㊨・一冊未⑳〕

乗＼固執葦亀㊤′帝土㊨．大朝＠㌧鱒㊧／田川畝

内韓⑳　日参㊤濁紆＠養親＠山李奉針、

小宥＠　韓本巻＠為礪＠心内＠〉瀬野＠
牒憫笑＠一　添田⑳）

野呂本尊泉（東町㊤∴亀画㊥）鱒と江繊塀仁（砺唄㊥▲李下＠）．

韓名工衰（な下㊥）　　、確執コ叉リヤス工賽（坪田⑲）

蕗客域繊確工牒守軍神㊥ノ㌧山口㊤十　甲囁繊縫目句⑳く

日本ペイリ〝ン絹本④）　宍●酪＝威′矧（田▲ロ＠）

中風梁上（野村㊤）繁用メリヤ／ス十雪舟砂　凍北卑鱒隼敢㊥）
牒歎敬承（浜島⑳　　日本アセテート　詭亀⑩ジ相ダウ言坪田㊥上
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㌣究明化成（山村＠鹿野㊥額田㊤．者帝㊥）栄馴甘芋ぐ舞鱒㊥）

∴綿羊クスラン噂瀦㊥）　銅かヲ㌣（栗山＠）

へ′【帝都織臥（轡㊥ト　　　大喝家工、（／希有㊤′噂鱒動
く日本ク甘、不ジ（感材＠′準本㊥、蟹田鱒・平野㊧定立も′細密毎′ヾ′

山甲埠㊤．高率＠一）t

軍学プア中心凍鹿㊥′へ下風＠仁
、
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凍通航轟化学房水（牒永劫河哺江　戸野巌藩毒針

サーレ「ス（サ林㊥′粛粛　網網　河村㊤′小水㊨′加飽
韓田㊨．金村㊥．古由／㊥畠叫㊨♪河田由仁

・；∵中土削ヒ欄畠㊥＼函野：臥渾沖蘭・孝由／㊥鱒李㊤〕

車乗梁工（水箸㊥〕

牒襲工（上癖㊥、肥後⑲）

ジジ鶴ア東色審理（増紗野村紗
／乗務家工（患兇⑲）
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…

禽琴繊絶朝芯ジ（感優率）

琴／申準網王女／亀⑳十　　ヾ

森下褒約・’（噂原蘭∴山下・㊧仁

凱　〟／頑化学

任卑化尊く威喝㊥）一二二　さて

王女化啓鼻佃穐砂

三削ヒ学＼播磨㊥′竺固⑳十
凍寒化学（塩練⑯）

大和川東早川錦⑲）

立或繊繚工窮（草野㊥′

∵㊥／〉♪
木

♪
　
療
∵

金額痺線（／輿由′㊨．欝由㊥三宅画㊥）：シ／

学和琴磯篭確（亀渕率）

萄士噂写工崇（篠田＠）

象乗数網（井口㊨〕

・■÷

軍票禦打秋山＠′山東轟㊨）
濠i軽癖轟㊨．庖敬一．⑳く）

自動と導（艦隊㊥）

製敏昭尊　く木村㊥）

日産化学（、，野間㊥．鹿茸砂軍用⑲）喝鱒と学凍頑⑳●．由や㊧ジ）

濁船路・（、瀾鱒叫藤本確執高嶺稀象玉置㊨′摘金波諒㊥）
由麹プ衰ステップは敵軍水㊧）藩命亘工寮（深田㊤）

戒卑プラスチック（大硲二㊤亡友塚田㊨抒山㊥）

不塚化学費遍く蘭環㊥）
献田製薬（盗聴を㊤）

栗東リノリューム 、
早

野
t蔓り

′
t
＼
き

大同化成／く山根㊨）

転義化学いい奮紗

信をベークライト㍑ヒ本命）

彗本多イヒ水㌻ノレド鱒牽く与川⑳ナ

＼き　ノ

工、C．エバ平野㊨　都番≒㊥）

ぺト0㌢～ミキ定子車多廟
硬田インキぐ上料㊨う

意専用

／南方1

∵や竜用

日本雀

、嶺宥ユ1
ヽヽ

チ　　コ

日／奉；

ブリ三

太磯：

三ツ彗

惑
山

H

n

、

毯殖工業／閥兇㊥？

凍栄プア1ンデミガノレ巨凍㊥）

東承グロサア（姥ロ㊥）

藍川㊨，竜訳㊥．
ィ
、
－
ノ㊧亀確歯数

㌧E榛ミネソタイ葡葛㊥、軋れ軌勅竣払山名⑲〕

冬日本　シキ輿漫ノ（減㊥裕や㊨′」首由㊨∴叫鱒璽日
東痩金塊化学（山鹿㊥）　　　　由奉賛化滝田～⑲）

ユシロ化学（芦田⑳／中崎申小華⑳・渡辺㊧）

次発化学Y（小野′⑳）／大濠化学／（率牽紗　天成極学」晴嵐㊥上

中副ヒ撃／押坪㊨）や軍手準（痺上㊧工

学翠喫亀、♪（牽甲㊧■海革め）∵　廃ナ剰涙等／（雫鱒軌範嘩車ヰ本＠十
′－28」

〉　㍉

／、　　　　　　　　　　　　／ミ
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ン一方賽

日本う

光格弓
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何番／

、久條貞

子／ク　璃酎

野乾舅

∵キリ二

滴覇壷

／J、・．商

′三重磨

先＼●●ニ

ー輝簡酎

由戒嘉

日商

痘重き

二者韓ヲ
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革労等化或（礪＠顛歯甥東砂轡ポリプラ云領　勧
即か㌢予永山秒／　　牒竺ダライ　辛グ／攣東砂

田本者威化学1日筍粁㊥，確山㊤）

嶺鱒セロファン（、塚田㊨）　≒大日／本せロフアン川本㊨グ

／由奉アン＼口，ツれ離縁く者圃紗　絢ゴム（蘭壷紗〉
ブリジストンアイや（確乎㊥㌧　　大車ゴム仁和衆＠威ロ＠）

大義ゴムは琴砂　　　　　硬東南轡ゴム膝下ブタ）

三ツ蟄詞帝ゴム（薙魂㊧地車㊨）

弓町牒纏．．登場　∴・－　　　′土

龍モ石鹸（蘭私＠・、宰ノ丼＠′搾土壌砂場㊨）〈

牙二主賓毅棄」塚本㊤′細く㊥光叫紗三寒感履く川合㊨遍壱

二万枚魂庵／（毛布㊥）　　チ†　轡＝峰村㊧ノ岡崎㊥◆
ィ日本詔摘旨く奮野㊨．遣壌㊨．、東田㊤一山蹄㊤′木下㊤〕

＼
㊨

㍉．－1

、光曝婆卑（者本㊥餞㊤）　額栄華碑閥亀㊥）

二日本ペイン下（山崎㊨．轟頼家㊤一、蕨㊨グ

鷹番空イン：．頼養田＠′亘岡㊨∴山本省＠、三社㊥十

ス俸孝ペイント（田平㊥石川㊤・林⑳同車＠牢山勘＼
ノノ　璃櫓（、療建、

野怒毅癌く準鮭羅紗　　　野粍野栄轟ぎ沫礪感〉㌢

・キリンビノ心・（年刊㊥′ス僚亨㊥）

滴和礫藤、（帝魂㊨）

・，三寒周章i僚敵＠坪山㊨十　三木蓮泉、（木材⑲）

丸紅額牒（こ嘗㊤静碑⑯甘酢㊥・）像承留哀／（大薇㊥〕

昌平簡洛南専（内旅秒　大腰名園（・聾者砂～　日締衆煮干土抒砂
開城商会（考礪㊥十　滴葬綿花、（甥辺⑳）、甲村馨承（東叫＠）

田鱒（奥野⑳プ　、、日本／トレふヂ＝ブ（山口¢次痙＠∴城下㊥J

孝宅夜襲（三村砂／　　　　日鶉率孝＼膏木⑳韓土砂

教練凍寒紫弐韓上土　㊥）巨　　　／．鶉鳩餐第二、（山口㊧〕

一打　　　　　　　　　　∴三矢車廃（山内㊥）
・ニィそオ他・．√ご

隼′攣軍，（華甲～申ノ　ゝ∴学労音や警苧糖蜜∴ぐグ準㊥十
19

云㍉左上鳥ト∴∴∵木工∵∴十歳言誉宗
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感経土償璃導野（今軒㊨）／秦夜瞑軒を簡昭～∈如

♪／1

ノJ

▲

∴二±∴∴　　二二＿∴圭

ご∴二二∵∴∴一一、‾∵∴∴．∴．・
東都帝水温萄（華厳㊤神野㊤〕大領符存（頑早㊨〕
大軍工帯域衛武家場（須木由．山下…劫二大硬骨工滞壌斬鱒（督野㊤）

攣劾寒色薇会（姿逢㊤′鶉壇㊥　観鮭工喪武儀傾昌平艦㊤）
日本化繊橡を癒套～川重野㊤）　日本安盈（濁水㊧〕

凍都大学（石村由）

帝都工芸繊鮭大学（林覆⑳、商塙㊨関東毎、敵㊤，山崎㊥懲本敏～

／威喝㊨．東尾㊧佐／連用＠ゝ′　鈴木㊧）

／∴軍都李学（前項診希水㊨′寓㊤三賞函㊥ノ竜露㊨潮路㊨圃蹄物
産練⑳吋や㊥上野㊥山元㊥）

、津南工賛大学（葡㊨）

以上上で　密のの　佃まま　るる　∴どうか学生璃香もよき礫輩として、萄々鱒こ1

た鬼輩の繁療受け求ま瘍よラミー訝田略して了よりよぎ学園の轟硬に薗献し

ようではないガ＼。
てi

線化不尊徳轟蜜　　　　　　　妙X，辛Z
・／・くわえ煙草で教聾で廊下をララつき潜るべ十一七二一カツコで膏等〃東軍予

にでもなれば、も引ナもの。

＼与を夜在寮範は軋纂ヒ凝ラベし－びく谷、くしていては牽殴なん蕗きぬク

亘帝、下や家電は下味でのし歩くべし－棟い音で寮費の能勢は上るだろう。

倶実琴衣は大し‖こ蕃車掌すべし（但し顔色宿れやこり岬窒紆紺才能が諌め三

られノろば、かDでなく樽人の冒乞うろおす。

五葉琴番′琴は破壊すべ、レ一丁隠やら上質零落輿は粁らしい穫孜い。

占、目上の人には層で壊紗すべし－■層萄密になるであろう中

宮や毎は碍僚すべからガン一周々桂自然老牽淳す下さ義孝がある。

厨、塞、のコニノ‖亡は十針二飯を与ラベし－徹夜で冥翳す毎時のため∴

豆髄人の卸慶へ入る密はノつノアすべからず－スピー耳を童ット二とすべ′し。…

′玖名札っけ香べから才一いざむし、ラ準をお憂いに都声も浩からラ了象生お

しウニ〝く老曝し＝出す。
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彗研魔

ノ礫植

か草、葡生

々の方か

r魔臼繊

零も酵笈

卒務生山

∴、∵∵ご

領えも〈鞄

で夢毅鹿

ヒ捲健で

名鑑／の閑人

、1野党掌

い。

紫蘇
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研究室鹿骨

く貴志ゝ研見窒

当所魔峯は昨年卓そ「蟄糸化学嶺産」ヒ量も示す堰く栄華ヒ絹蚤自衛のア

ミノ疎碑城壁か変化すなわちアミノ硬の分野が研転の空路であった∴そ∫鱒認

凍苧葡生には／敬渡されC承ヒは縁逢し日野ヒ喀じられていた。レかし今年は我

々の首から研究テ∴マ宮窪更／し怒生首もこれ老よく理欝して下さり爵倭名草

ィ＼rィ・蚤硝綿を」となりβ掬轡孟鱒の令武細離するニヒ叩。／粥
撃も辞等ヒぱ打って変わり天変明射し和やか鋸毛矧ニ’礪ちた雰囲気に懲ま隼

＼卒蘇生一同専攻を燃やし大いに頑張予ていますへ々

剰二等研琴雪の碑銘叉ンベ一夏昭灯しますク

倭え′も濁せダ研究に萄んでいらっしゃる考患者鱒宮家魂ヒ当節馬蜜のホープジ

で函数礫に昇逢され直樟我々定積導下さる密狩野者橡＼梅詳塵諺の町田壕慣

♪ヒ稲健で閑覇な諸先生方それに上田賂牢．町田應東灘）．、恋下卑智卓、森山吏

魔の閑人の料蘇生より成長ている∂郵こ∫密、希希の畢　生隻も　蔽い鉦る。

∵所乾室の濁暦年は見栄で極々と革頃であサケ人家で牒牒ためまと寺リモボ、よ

教授上武々▲め研宛はん鋭／ノ∠㈹Laの膣喝乞準っ廃をな繊俺を造’リ出す二

℃永目標で考リ当牽強研乾草が今まで〃フ訝窓宮暮夜に大宮く穐最すると孝偉

くし全図が疎んでいろ。

（後記）
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露草く研究里の棺斤の碍橘を書くニヒになふたので笹かましくも止むなく

二、準女で画布をけがさせて頂いた。簡裁不琴雪鱒危蟹に濁す右転観の濁いため

扱く紹介虻未掛かったが不審な索があ隼ぼ直浄閻魔聾の方へ家々慮きたLl。
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観経化学のす煙萄委上ヰ線化七の辛と一重　お許し下至し㌔平賓埠代の葉

しき乙、女が竿の前には大判小／判も嗜しげなく出して、そ？とその絡観に酔い

しれた。きらびやかなそしてデヨツ写り激い絹織物史ふんだんに塘クで面モ

ノリ下さいさお金のニヒ＝は中綿應臥牒㌣卯紆ッ≒トマ不／岬カ＼らほんの少し

飾投資下さればそれで率です。でも竿ち礫てずにず竺久重胤お緒ち下

さい。今率直の画転賢で＝叩け痴軍師叩す。もう一息・すぐJ二率寒守り
、　ナノ1

度すねヽち。

虻て、ふざけたp‥好，ぽこ咋ぐらいにレて．もう少し喜一じめに▲お臥ししま

言しよう。ケ客おやめ辛なった寒村乾生は告く∴－L＝酎二日で色示すられ隼阜めと

掛ビさせられます∴′蚤は声ぜ1零の馨を食べろか〝，そ、れ鱒二や鱒琴象の藻草く

の啓確だウ免のですこ〝／簡準じで琴LHトン蚤は寮ボ解きセやら食べるのき1－

おれげ〉讐老廃書取勿ヒ筒Cだ　なんて、そうそうあ？蔓り卦たれナやれては

こ新月し

れだけ

／せん．
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リ爵也ん。シな香登．′牒醍なぜ青野葉色食べ畠サケ〉こ

そ磯／してもせりやtい学鱒緒な慈希しかない隼レしれま

参細管∴く扇㍍年．お狩ち下さい。私が孝顔で－′′噂で権っ

クビPだ，し年蓼の皐ラ箪萄史現実の学界へ審克てき
ノ

行く鍵が雫はこの－鞄っまらなさそうに免を巻向確の中に腐生ノれてい争のぞ

∵す。そして、この画題もほぼ解凍きれセ釆ました。寮野が乾草かかウて函た

大きな成饗です。宅でもラ丁寧‘′蚕はなぜ寮の礫乞食下巻か簡明‘しましよう／古

土のこ噂、～零は牽寒中あヨつの鉾C如ノJや、費を’如き∴つけ季授頃窒す

各禦融加商凄牢牢番に噛む行朝を墾杜を津之？物かC薮
そして如ヒ凄腐食下里怒号せろみ？おやノ三甲費∬斬；ある二軍が養老

／して牽老優べ茎攣る帝政在ややす。専緊この号つの、膏血頑毎を鱒か8←てお♪

骨ば、考は秦でなくた？て天／澄みたし澤もクにゝ竿も食資を琴隠す甲で木

これで思わかリオレ亭う。覇顔常瑚かげた文面の薄味をいが、そら宣んで

、ジンすご承卑しか食べ葦や＼マたせ鉦た＼／くな蓉老櫨の畢山人／工闇路老僕ウィて町の工

∵勺隊で箕や、くしか弓大聾に嘲序ニkが可鰍こなったのせ耳。ン二の工像坤らはや

㍉再高し十モ⊥夕′rのかか葛も∴い吏夜寒鱒の廃し橘も作てき／まノせん∴冊座し

予

「殆好摩で、

森㌧者 て・・：

れが／急減

～豆してい

J、せ。今の

湾だ凍磯

です。そ

夢です
㌧
でイ

野

溜

…

用

パ

箋

茸

　

マ

　

ヒ

　

竜

　

頭

や

　

ト

　

か

　

、

責
．
イ
　
だ
　
生
　
ヒ

よ
宣
ノ
　
材
∵
患
　
ん

箋

漆

漆

滑

牒

のろ尊靡

：・二・夜目二

㌧東通

登バ

＼
　
二
広

∴華ロ

J　　　～



か葵、
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別号

少し

ぢ下
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二滴耳中富・奉が静鱒鱒リセや手緩克を〉こ′韓しい凍寒亘八、嵐唐草痺完や海鮮／／

が穿ち／なく生れ壁で革香りですぎ。ナ金成線線が顔郵絹嘩して刃予鱒磯健、、そ／イ

れが卑威ヒ鳩違／？た汲融こ立ケてへへ招すぐ義孝の帝海象かヰ垂革れ撃よろく

／上してしいるやです。準衆された湊超七億め増進鱒東女終巻秦の岡琴牲参り法

∴す。今の1野凝り窄ら人工簡単で育てた敬は背轟窄大雪く膏もませんゥそ∵二で

∴まだ蘇考亀の掛算で蚤の噂牽制伊も1東襖源にいなるものはないか首竃で研魔や

ぎ　です。1号しそこの仕事に華麗應生、牒繚乾生が懸命の努か老台革てお亘れる

ィ♪　夢です〃

野で乾生方一¢名前が東た野，そ、恵連餅渇蔓●あスタッフ老紆什しておさまし

すら。私す牽頭はピソ／リセ千・ヨツピリからいが∴牒かなか冗談も秦解主なナ

ウイトマン林履組、次がとてもヤさしくてTLトクも二、コ≒ニコ、誉れでしトて

ゾ何だかヒ五庵甘いロダンタイツアな幻肇あせ静電寧裁ておられるような卑帝∴

患生／、それから′帝教生の重曹な拝聴ヒして研究に余命の結い研修隻の女鹿与

∴んせ∴簡田老、毛細二もラT入会繁で呼等返寮せれた強打乾生を私濠鱒宛蟄　♪

のろ尊顔向夏してでも囁げそお書たい読‘uます．

♪　牽綾に琴逢卒寄生阜名の額什ヒその節粍テーマ老死して右書等す．

・てこ＿言ここ：可

翠川車夫

．＼．式辞写

～4滴撃卑磯‥

／㌧′、、ノ

声姐轢〈逓ム孜〃路の全廃㌦弓しぎ労一段藤鱒二のも¢

の合域です華、これが甘言たらこのものと各層脇趨

ヒ環海させ、夜密生東郷のノ吼P．虎二の霧極貧を割牽

します十二の適才乱は、繍〆‰呼物痺琴掛二岡す

る一賓料亭なる二七・ヒ思い書守。－

ヘキサヂシルアデンダ不マーの揉煎塵七ノっいて

釦′　ア・ミ、ンヒ血路　亡の炭煎・
ネJ P、VAY d脇私立　との夜蒔∴

・・’l　ン’戸出一　一・二♪●・ぺ・点・′い‥一一二∴テヾ∵ニ：

緑園があれば、助必ねと〈の硬兼も守りたし叱め豆∴

疋血泌吐血脇から脇必枚の合蹴
一軒何でや甘泣けられ尋かどうかわからないザ脇椛－√

卵色咳ができるとごか鱒のC痩せ◎一半痩鱒する／：

ちとによ／〃：てブラボン慈なり′、これはプラ材ン薇呼野′く

〉′しい奪成東にな呑吐のごと、です。

乗尊卑妄り発現きれた簡財頃の磯凄受確絡するこ夏立

その名東、及び雪、の物輿の⊥濠の帯革体の金銭・士の

物常が瞥なれば壷が大寒く葡っかも取れません一郵針
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：体射繁る／釧よく、／謬導体の斬こ軒切歯以上にモノの琴寒の

〉　毅刀／老ものがあJるかもわからないか耳すす。

この他奉衛生ヒして、戸からよる、Sから7毛砲車って瞥んなで寮しぐマ

フでいきす。ゴなし1年老研の女鹿さんが衰すれて、私亀の甲宅堅草繊線化草

教堅剛簡ヒ呼んでこぉられました中一まさしぐその適宜モダ．ンな繊綬化学教姿

の解鱒は一、ビゥしリ地を顧み〉しめ∴餞蟹も風間にたたかれて寒た宙し1＼遷物射

留に」ま、束がてそ‘の章に、沌わしく儀の●っ長束曜物∵拓．にはい琴が刃、牒七

は凍しい嵐が緑色っいせ吹き込むよ∋になるでしょう。　　　　　′

ゝそして部麓の執きし1？も／像庭斡な貴LUj＼んい挙ダー酎‖　みななぎっ乞いlま

寸々ビラ李乳廃ヒ塩谷に来て下さLl。番所埠鞍のお十号い

同を脅って爵リます。

蓼の
‥

んき皆も家事

守計署√研究室

これから肇水蜜十訝賂草間介酎蟹か三観閲の瞥鞄にすぎないから

も～リでよんで汗たたきたいと思う。

1偏宅帝乾蟹を一書にしそ葛乾ぼ′‘矛宿りにつきるゥ

▼　‥∴●一　日で一一．－：；ミニ　、・．・－ の
・UJ

㌧
よ 蹄乾費は孝閥わすカ＼であるボ’、寮鰭率の

ソコピー洛塞乾布だけでも草間宅‾の二億菅上jまわるク

～　舞∵‖ニスアップである．拳空目こ車菌の効果老上げようとすれば、′・スタッフ

一人隼学生二人以下でなけ裾でならぬのは肇質せめる∴しかし本所尾登は鱒

宅、北亀鱒私生だけであり、－学生は十三人もLlる。けれど研修生が十三八し1

葛ため戒々には㌦八に〆人のスダシフ更もづてし托、鹿毛、地亀礪乾生は哀
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考勘定に甘葛。如ち濠も発寒仕ざる研海里で琴リ、敦も充零し′た研究挙でも〟／遠

あるわけである。

∵牙三ド琴奥∴激減ヒついても心見ろ。毛生の七七よれば・磯城の飢潤窟

尊で劾為が・機械の並んでし十号ニ〉ヒポ樹海紗の濁りの争数で葛巻ゥ／郎もてれ

ば告拳骨ち朝官物そ診る′。たとえ釈竺ので・も．し粧し哉々はこの－ノ賢慮いって

っ、亨豆勘ナで勒リ、あればLlいので、どこのもので巧ろラ幻萄傭埠なし十．

、労電ヒ嘩坪的い車だ々宣町ざま外諒立の′矛鱒である・繊準化学溺合体ヒ∴y

L／了は、均斉不党豆いラわげそはなし）からr∴つの軒鱒宰して砲祈る／二羊に1号
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ワ栗の

・・∴

亀化学

と教象

ミニ「．．－ナ；

賓ヒメ

ツフ

／ぼ鱒
●　　●－

は食

＼でもく

メゝ

√

く又裾も研究酎ま享学部の研懸垂で潜る♪∴用＼なる轟鷲宮庭むかか㌧敏大軍

や濁り・その過寛はノその断て大切なの亘。琴錦冥務はあろう示、考研熱望よ

カ＼くくめるのた㌦

そして又礪宅研海象は衷敢史料ぶ爾庭蜜で宥診る二化学隼肘酎計の動石㌢

在するのだ㌦（しかし、宇塚同じ架毅考すると叱られること條曙ら茎）。

母から武官は督杷凡て矢数夏く　り勺＼乾してし1葛わけである。二㌢LがX矛盾

－づと／養えるかもしれ／ない。

＿　かかる訊準に交わるニヒのな宅そうな平行礫の隻兵が裾宅あ生その人でめ

るとし－覚る，三二や＼引ま卦の竜骨も掲出了承国号生れる。∵′諺生匿は工孝ノレ

′ギーの魔で、考えるニヒのないも′のノだ。∵′止れ一

次に早寄生のデがマ史列挙すろβ

拝上、ノ　正　目荘　　蔑）

北田　払　（琴　英傑）

岡崎磯乙で　〈て耗教会礫）

叫磯城謁／（碍篠萄慧藤）

鼻骨政夫　（アモダ億）

域下落硬　　く寮叢　僚）

ィ　荻野敏貫　　くコンパ礫）

干葉　粥　（野葛　僚）／

原．　隼　　日工コピー僚）

平淘敏郎　（リコピャ僚）

壌内藤象　くイリア甚二三月｝剰

ノ　輩不　正ジ　（番　兵　僚）

ノ灯甲骨を　（合　計僚）

Pβのハざコケン叱

塵紙嚢合　一

ポリカィ＼ボ孝イト紡釆≒ヒ解嘘

ポリペプチド、合好一

韓　　毒

素を宇野億／（琢謁j

PA刃酪訟

家財線素分子

デト自ソ真督尊宅く東電を）

パール軍′を

ウレタ　ンフォーも

ポリ工㌦テル紆貌

高分子鯵埠（菰軒）

J、現々の日掛ま実車撃硬¢教辞膏に収てい尋。よく遊び、よく膚上　よく優しl

ぞレてよく凍られる（これ培教終電にない上一

養育温泉には事欠かない∴野戎逢異一式（審判の蘭までめり）ビンポシ療養
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一女㌦≡㌢ニスラrJツジトは瀦庵、硬庭束‘その他字義輿、山盗異一武や・食う牙

も墳ん耳偏牒濃㌧アミダク姥引しけ光蜜に頃いと行小也引立覇傲酌であ毎ウメ～；

これガサー筆筒々は，ムダに寮通電濁し、多し‖こ静異変割り、太いに魔／かざ、＼

食亘・そして大し‖こ疲ら丸て過すゥもりである〃♪く　　　　　　　　！
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〟　紆入唐ヒヒ＼つて研乾生はまだなじみが簿いが二二野生になると岩胎教硬の

丁膏機工酎ヒ孝三」の寮泰があり、、三野生で鱒翁碕研乾草卓二おけるr化学工

学常襲」があり／、実費・計算書レ掛－ト侵出と賎しい終いをしいヌr化繊笑

／簡：エ」では本領南側ノの工壕で／アプレカリヒ魂とサビにまみれてパルプ郡らビス

コーズレ⊥ヨン絡釈尊での潔しLl突繁が庵ざる。

／t我々¢入づた亀励研究琶＝こおいてはセ心甲モーズ、穣方電告夜前、

牒再勘二照する研乾戒が冬域園碑、樹殖朋工、次兄泌えか乙d・、磯∠レ乙】

極
∵
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宿

望
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＼

幣
　
等

嘩慈し＼研菟昭子雇われており、ル島崎琴撥を頑に機敏斬教横、牒囁蘭学、森本∴

壊留の鞍嘗塙蒔竜の下半乱各級糎一食抑読払孤餅乞′の楯たる畢濱生、
研修生、、聴覚生一牒即諾勉学に、常襲・に、渡軌＝恕臼疎んでいる。

潔にメンバー史紆咋する。、

磯亀亀主導冥療堅一埠帝劇琴磯

文一　ノ

生賂（F科辛萄雀）蚤毎繊経の．少以戌氏〃乙d

一解宥（　ノ′　y施額綺東の工凍化

承　（、イ′　1抑伊企名の、増馨ノ

一　木閏（　′′　）心魂の増認

産硬く軒噂盤）潅壇に鶴する研怒

川崎　巨二′ノ）鶉麹に関写る研究∴

濁水（十〃♪）ム狼鋸仙必錮牢班翫
恐喝（　ゥ〕合成瑚柳こついて

ノビスコース一哉埼切手一木下化爵竿萄生）ノセルプ喪家に岡する＝宰など、

賞瞭亀
、l　ノ

、環取工学～裕十本横領

∵寮歌温

‡、

ざ　ら

ノき

一大啄（　ノ′　）　セ〉′レロ州えの常碍

ー≒寺田／（　′′　十′　セリレローズ、¢ブラ トフ

一三布く藤一研）養分等審準の磯野棲二

一線磯（〃・、リ　ビスコースドついて　∴

∵葡萄爽（研）　合成埴科♪／

一喝潤輯　′〟言上／　樹繭舶工

塙違沌科発海省∴榊八　蜜翠度にに周　る壕壕　∴∴、

‘～　嘗奮凍ぬき

ー36～～

妻

訊、QQ

＼巻研1

までに5

、が原則廿

頻に碗1

てい壱＼

方面にノ

萄慈愛日

産しそ三

ヒ水、時べ

夜落盤包

容尭生に

こ も野

ニ宝しこべ；

寮監準尋

探され1

ニー′戊も●－



．ゐク砧と
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「大野

痺剤爽顎琶一丁老痺教礫

（C終年衛生）㍉アクリルアミドに画才

分家を夜毎・～

打鳳㈲守　ノ′）〈ポリキスチ心霊淘する頑湧∵
電各及煎

上境率いノ　十字桝シ猿相計の合成ヒそれ
剰確巨

大礪（　〃）エポキシ樹鴫の合鍵／とその東関

関山（　ウ　）アレフタ→ル顔の密告鋸宏

南野（′′）軍萄不議獲料

碑呼（研修生）繊乾・薗痛め厳刑孝

渡汲（〃）　磯唯・歯痛の感軌／議

商震（　〃　）　磯乾数量消費科学、

嘩（〃）　磯線徽章消費熱学

蔓澤は琶削（聴・研）格体の凍れ

倉本・鈴木（〃）箸磯の野建艦

畠田．「内乾（バ噂織の改質

（ノバ相磯の歌舞

＼怒所で湛三回生の終リヒデ〟マ宮家や果家の引鮭ぎ空行なふて哨用の即吟

まで亘文献詞壷．常凛計画を済まレ閤酎ニ入ってすぐに、常蜜に乗り′かかるのく

ボ原則になっていて礪軌こィしぼられる‖旦し帝劇でめる謝例外もあリこの乳

額に希す香連中も争Llので劫孝）クニ¢ように尊く亡者所では努療ぼ偶ノリ守．

てい如洛われるボそうではない。（教員労て醇リフレーションヒイして）大帝

牙席にノ＼イキングに行李逢平滴に碍もれたたわ橘の下で塚狛二看観音打ち教

頭藩セ半ばして楽しい〆日夏過した。又家蚤におしlてば連日アミダ宮やリ破

産しそろになづたり、儲老淡雪、プンマ老嬢いて死な勾い変額わすようなニ

ヒ部、時々あ孝。盛観も盛んで㈲大宅歯舞生はかつてヨ、亘の　手手であったし、

傾蘇兎／射ま卓球部の鉱智家庭象選挙璧して箱礎、萄属転生、は山肇で牢リ、布／

本免生は準硬宜野球野の好膏で怒り．聴象野球部のエースであ為。学′生の方

1も野戎・ベレー・亨温、一乗最などのベテランがそろっている。

（嘲－／～亭己）

岩崎教橡は泰年毎招オランダのアムステルダムにおけ各軍亀鱒繊維化学萄

凍邑饗貯奄産婆官僚金額に衆大衆葦教鱒ヒ共に田本代表宰レセ以東のため贋≒

疲されま路。本学都最由の鷹野額摘生戊壕上磯生の哀声色押さぬよ

争鱒ざ∵一♪岡は大し＼七滴努プレてい／ます1年
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再訂者がめぐっ、て未た。研究華は弟び息を吹茎返す。生ぐ宅い青紫のよう

′な未熟ではあるが濁らつとした連中が町野にのリニんだのはノ友引二入ってま

～もなし1頻であるク
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研究掌の机に一把に筒ち甲年中紳士、我々は、そこに裏の紺野海生之掲出し

こぁぇて′′頂〃ヒニむわつむあは他でも任しト二、三回史の華家老温じて

では見られなかふた人漸れ町田乾生′ノ、老親をはそこに掲出したからである。

町野には隼東漸由転生の八森ちか研究窒車齢こ最遷して転由でのびの許㍑た

言、んいさにえらあもてし1る。なし1蔵喋での単打研乾をめざすものにとっては

烙解な研究をであると逢んで老輩和ぎ、くらの押倒に欄参り、れらの寿乾孝ゝ

酢ノ零し盆おら／セき・れる尭生，たまの休儀老樺にふってで、もばくちのハイキ

ングr二羽わって下さ等乾生．尊びしくヒホその「葛に必ず乾客老もつ′て壊し

られる鬼婆、針くらは町垣転生に限りなしl信頼・ヒ濁資の藤色よせセいる．

町野にとって寒た金棒ヒいろべき存在内野乾生は匪乾一年間ア又リガのぺ
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、トシ夏もっセしては学生二八水かリでもかなわぬ／という・多士斉策ぶ’リ、滴に

外車上をぴしくじれ　内にヤさYLをieをむめたる内野乾生は町軒のナン引屈

ヒしセ日額研究に痩生め塙尊ヒし1そしんでおられる。

く町野のスタ示ブは孝鋸虹咤挙海野、人のよさそう等成田きん（新字）

葛巻嘗賞学生向に八響厚い湾東壁亨の鵜野さん（研修生トそろって研窓無心

の壷目上同根研修生のみなきんがおられる。今年の二王‘ニスはま都合言短大

夏草栄礫、新たに研修生としセ泉られた杉本さん．タイピストヒしても牽た

∴るも′ので村野さんと栄に町研甲紅二兵をなしている。

∴／皆　いよいよぼくぢ車生噂は〟とにふく何でも毎亘ラ∵鞄てヤろ与、くしいて

町緑律疹甘いラ典型密療痙撃・車の硬癒不惑′熟女的承知机＼ら暑療紆な
∴′勉磯もおきおきおこたりなし上帝療垂庭中姦し1趣味と庭褒めやノヒ底地げの／努

∴し疹㌻亘　であるやぎそ隼に文革くもアミグめ解きな夜ボ蘇った七滑車れ射草

∵38－

てく

J、

ミ

㍉く

歳や㌣ふ五∵誉誉熟女木津

き
㌧
夕
／

、
ミ

ア

1

　

　

　

1

　

■

　

　

　

I

 

I

J

　

ィ

～

）

√

の
～

人・・一・㌧ラ

…
　
　
　
　
　
　
　
　
－
1

町る歯音

食客の

考分野に

牽後に卒

一三ごて∴一・∴・二・・

、
ぅ
ミ
ン
ト

～

き

．

㍉

′

ヽ

J

∵

∴

ト
　
ン



ナ
／
恒

や
〆

ぺ
㌣

㍗

　

′

　

ト

∵

∴

ぅ

準
ノ

ル㍗
∑

！

や無〆ノ　　　　　ン　tr　㌢Y㌻ヤ　や”r叫　7つ　㌣一一W一世♪　√

′バへ＼～

～J

、

、

ゝ

タミダはお庭んでめ毒。研磨宴の捧す料での夕べリング、ジ芦れ適明田老に笹

ヲ番人のはづちっとした賓以外の何ものていもなし1。人ア方ヂミ、シフ近ふ．んいき　′′

′
F
‥
‥
ハ
竃
∵
繁
∵
へ

～

㌢

＼

ぺ

小

　

爪

㍉

、
ク
　
ま
　
　
し
　
て
‥
∵
た
　
ぼ
　
老
　
キ
　
し

の
　
き
　
シ
　
に

′
－

～ヽ　～1

1、1－－　　‥　　　　　　　　　　　　　・　－・　　　　1　　　　　　　　　　　　－‥　・　、■

イ書

き、

ざ言／

電車る琶汀帝はかくくの細く蕎家ある日や更迭？ていろ。くヒニかく我々ヒヒつて

毎
年

∴の′
毎今

葛
、

は大学凌辱ゐ終乗算、琴河野痕の画に、♪入園商館1の蘭に∴あら砂

奇癖に亨温色のば、してやれるだけやウておきたい夏日密ぼり吾わてし＼る

に苧衛生の頑ぶ、れ夏テ岬マ色魔介して野帝の沼館を終ります。十平野菰）

ポリアクリルアマイ

メタアグリ／レアマイ

ポリアクリルアマイ

ポリアプリ／レアマイ

醇磯八網へのアプリ

ドのホフマン分解
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算豆琶串て‘′C‰れ〝も飢刊から五算哲の魯童迩菟ました。

窒jh二年叢生隠逸虫し・礪削二は新入生温歓麹レて／・現御じ家電も

∴毎の葡返りのような感じがします。

刺等の璃く　〝亡兄れム札”の新年度号は研究窒紹介で蘭書lJます．／

たいがいの人にヒつては大確－もの乞尊くELlうことは、少なからず

～聴覇です。

夜軽率ヒ何か萄Lをウたり、何か境んで．或いは好守か経察しで番

ヾいてもし、い應ヒいう酎ま起こでも、いざ蜜豆ヒ考ヒ、と、のように尊

皇東めたらいいか迷■フて．結葛は、又ニ¢〉次にといきことにならて

し尊い勝ちです争

又こん往ニヒ老琶巨ったり　しても蘭局在んにもならないだろさと終っ

たリ∴命帝に希えれぼ番えろ覆、子供じみた帝艶げ、たことに愚われ

ろので　しょうガヽ。

即ち牢静き、ボそのまま消極性に筒びつくのでは一寸頭悠な気がしま

す。

あの鰯にこんな孝を葛ったのかと．後になっても何か壌しい気希が／

すろくのではないそしようか。

たまには患生首や研拓を靖子の所属の或は希有芋や昭付でも出るこ

とを期待しています。或いは薄格など、でも。

一、二盛生霧耳のバ妻の庵亀も葛の外結構程ヒ償い、ます．（周東等）

輌坤刷叫仰、肌“刷．州㌔

鱒稿募集
内骨…磯肉紙としての日毎に泡するものなら何でもよろしLh

形式・・一針虫（帝商閂観には痍尊書で題字ヒ食塩の磯老亙．大行叱るニヒ）

．，締切∵て　机ふ∫日（釈菅に埼薮のためにはで、帝に新曜日まありませ揖

受付トー学生客現実は鞠輿印象（礫為招鱒入関の瘍合には鳴寮部亀に）

（なお義範のヂダインも歓迎乾します）

次号篤行予定岬7月上旬

紺ヤ繊線化渾韓壁が東風の議　合し1グ場を経ちお互し戊より／よく理静し繊隆

化学科の発象りため何々の工キルギ嶋牽感薮すべ亀を／づカ＼け妄っくるために

j一献ト

一

．

－

1

－

…

－

！

　

′

1

　

1

－

∴

ヱ

～

　

－

1

‥

　

　

　

　

　

　

・

て

－

1

・

－

－

・

　

　

　

　

　

　

　

　

　

－

　

L

■

ー

　

　

　

　

　

＝

・

I

I

　

、

…

′

毒

1

1

～

盲

へ

う

ー

ん

i

j

I

7

2

＼

、

r

づ

J

て

‘

ト

ム

1

－

！

う

・

・

1

1

J

“

1

＞

′

′

り

j

ス

■

＝
　
　
　
　
1
－
　
　
　
－
　
　
　
1
　
1
　
・
く

∴
㌧

ミ
＋
く
了
も
ゾ



∵
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
．
。
．
∴

叫

＼

ノ

　

　

ヽ

l

ノ

ヒ

　

■

ん

　

）

二

　

士

　

二

．
党
　
に

競
∵
ゆ

■

1

■

．

■

1

1

－

－

．

．

－

　

‥

　

－

1

・

‥

－

・

1

・

　

1

－

■

◆

　

－

・

■

．

t

　

　

・

・

■

　

i

J

．

‥

・

、

・

－

、

　

　

　

・

・

・

・

1

．

、

－

災

い

　

′

ノ

＼

′

発行　日

発　行者

印　　刷

簡　　集

編集代表

Ch8両　No．日

田和37年5月　　日

暮軒工芸繊維大学犠牲化学

北斗プリント社　TEL①0231

繊維化学科Cha頼・編集部

金　井　政　洋


